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１．１ 背景と目的 

 

福井県では、工業用水道事業（県営第一工業用水道事業（以下、「第一工水」と

いう）および福井臨海工業用水道事業（以下、「臨海工水」という））、水道用水供

給事業（坂井地区水道用水供給事業（以下、「坂井水道」という）および日野川地

区水道用水供給事業（以下、「日野川水道」という））、臨海下水道事業（以下、「下

水事業」という）、臨海工業用地等造成事業（以下、「造成事業」という）の４つ

の事業を経営している。 

公営企業は、今後の急激な人口減少等に伴うサービス需要の減少や施設の老朽

化に伴う更新需要の増大など、経営環境が厳しさを増す中にあって、各事業が将

来にわたり住民生活や企業活動に必要なサービスを安定的に提供していくため、

経営戦略の改定や抜本的な改革等の取組みを通じ、経営基盤の強化と財政マネジ

メントの向上を図ることが求められている。 

また、災害・事故等に対応するための施設の耐震化・強靭化や経営の効率化、

人材の確保や技術の継承など様々な課題に直面しており、これらに対応していく

ための中期的な取組みとその投資・財政計画を柱として、平成３０年３月に策定

した「福井県公営企業経営戦略」を今回改定するものである。 

 

 

１．２ 計画の位置付けと計画期間 

 

１ 計画の位置付け 

本計画は、「「経営戦略」の改定推進について」（令和４年１月２５日付け総

務省自治財政局公営企業課長他通知）において見直しすることとされている「経

営戦略」の改定として位置付け、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取

り組むものである。 

 

２ 計画期間（目標年次） 

この計画の期間は、今後１０年間（令和８年度～１７年度）とする。 

  なお、今後の社会経済情勢等の変化に応じて、随時見直しを行う。 

 

  

第 １ 章 経営戦略改定の趣旨 
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２．１ 工業用水道事業 

 

１ 事業概要 

（１）事業の現況 

福井県の工業用水道の２事業は、既存工業団地等における地下水位低下や地盤

沈下対策、および新規造成された県営工業団地への給水を行うために実施してき

たもので、県内の企業活動に不可欠な社会資本であり、企業誘致活動や産業振興

の支援の役割を担っている。 

 

 第一工水 臨海工水 

水 源 県営広野ダム（多目的ダム） 九頭竜川表流水、地下水 

給 水 区 域 鯖江市および隣接市町 
テクノポート福井および 

福井市のうち二日市工場適地 

給 水 能 力 40,000 ㎥／日 
46,000 ㎥／日 

（計画給水量 100,000 ㎥／日） 

浄 水 方 式 原水供給（繊維ろ過処理） 凝集沈殿処理 

給 水 量 ( R 7 . 3 ) ９事業所 30,670 ㎥／日 ５１事業所 35,019 ㎥／日 

給 水 単 価 ２１円／㎥ ３６円／㎥ 

給 水 開 始 昭和５０年１２月 昭和５３年４月 

全 体 事 業 費 ２，６２８百万円 １２，８８３百万円 

管 路 延 長 ９．１ｋｍ ４３．５ｋｍ 

 

（２）経営の現状分析 

①収支状況等の分析 

・ 契約水量および給水状況は、第一工水においては、ほぼ横ばいとなってい

るが、長期的には減少傾向である。臨海工水は企業の工場増設等により微

増となっている。 

・ 収益的収支は、両事業とも毎年数千万円から１億円程度の利益を計上して

いる。 

・ 資本的収支は、両事業とも給水開始後５０年近く経過しており、計画的な

施設更新や管路増設を実施しているが、毎年数億円不足しており、損益勘

定留保資金や利益剰余金処分額等で補てんしている。なお臨海工水の管路

増設には造成事業から負担金を受けている。 

・ 給水単価は、全国平均２２．９１円／㎥（令和４年４月・経済産業省調査）

に比べ、第一工水は２１円／㎥と安価であるが、臨海工水は３６円／㎥で

あり、約１．５倍となっている。 

第 ２ 章 現状と課題 
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＜第一工水 収支状況等＞ 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

日契約水量 30,570 ㎥ 30,570 ㎥ 30,570 ㎥ 30,670 ㎥ 30,670 ㎥ 

給水状況 11,205 千㎥ 11,158 千㎥ 11,162 千㎥ 11,218 千㎥ 11,198 千㎥ 

収益的収支 46,496 千円 48,418 千円 40,553 千円 23,348 千円 48,171 千円 

資本的収支  △95,696千円 △7,261 千円 △11,919 千円 △4,699 千円 △22.954 千円 

 

＜臨海工水 収支状況等＞ 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

日契約水量 33,585 ㎥ 34,437 ㎥ 35,631 ㎥ 34,903 ㎥ 35,019 ㎥ 

給水状況 12,749 千㎥ 13,111 千㎥ 13,265 千㎥ 13,161 千㎥ 13,058 千㎥ 

収益的収支 62,862 千円 67,666 千円 94,569 千円 122,051 千円 115,155 千円 

資本的収支 △78,847 千円 △98,373 千円 △111,538 千円 △66,578 千円 △153,099千円 

 

②経営比較分析表（P33-34）を活用した分析 

・経営の健全性・効率性については、両事業とも事業の収益性、財務の健全

性を示す指標（経常収支比率、流動比率）が類似団体をほぼ上回っており、

現在の経営状況は概ね健全で、効率的な経営を行っている。 

・老朽化の状況については、両事業とも５０年近く経過する施設であるため、

事業資産全体の有形固定資産減価償却率が類似団体と比べて高く、施設の老

朽化の度合いは高くなっている。 

・今後は老朽化対策に伴う、更新需要の増大や施設・管路の維持修繕に加え、

新たな井戸工事や施設・管路の耐震化を予定しているが、物価高騰や人件費

高騰の影響も相まって、多額の費用が見込まれている。 

・両事業とも今後の費用に見合う料金収入の確保および施設・設備の長寿命

化、経費節減に努め、より一層経営の健全化・効率化に努めていく必要があ

る。 

 

 ２ 将来の事業環境 

（１）水需要の予測 

・ 毎年の需要量調査により、水需要の予測に努めている。 

・ １０年後の水需要は、第一工水は企業の使用量減少などが予想されるもの

の、ほぼ横ばいで、臨海工水は企業の新規立地や工場増設等で最大約３千

㎥／日の増加が見込まれる。 
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（２）料金収入の見通し 

・ 料金は、第一工水においては、昭和５９年から約４０年間据え置いている。 

臨海工水においては、平成２年から約３０年間据え置いてきたが、令和４

年に料金改定（約１０％アップ）を実施している。 

・ 第一工水は、管路の耐震化や老朽設備の更新を実施していくにあたり、資

金不足が予測されることから、料金改定を検討する必要がある。 

・ 臨海工水も、施設の耐震化や老朽設備の更新を実施していくにあたり、資

金不足が予測されることから、料金改定を検討する必要がある。 

 

（３）施設の見通し 

・ 給水開始から５０年近くが経過し、浄水施設や水管橋等の土木構造物、電

気・機械設備、導水・送水・配水管路とも老朽化が進んでいる。 

・ 設備老朽化率（耐用年数を経過した設備総数割合）※１は、１０年後に、第

一工水は現在の７２％から９２％、臨海工水は現在の４１％から８８％

（２事業全体では５７％から９０％）に上昇する見込みである。 

・ 管路老朽化率（耐用年数を経過した管路延長割合）※２も、１０年後に、第

一工水は現在の９４％から９６％、臨海工水は現在の６４％から８７％

（２事業全体では６９％から８９％）に上昇し、計画的な更新が必要であ

る。 

・ 両事業とも浄水施設や水管橋等の土木構造物は、現在の耐震基準以前に建

設されたものであり、導水・送水・配水管路は型式が古く、「全国耐震適

合地盤判定マップ」（公益財団法人水道技術研究センター）において耐震

適合性がないものと判断できる地盤にあることから、耐震性が不足してい

る。 

・ 施設耐震化率（耐震化された施設能力割合）は、県営第一工業用水道事業

はＨ３０までに土木施設の耐震化を実施したことから１００％であるが、

福井臨海工業用水道事業は０％であり、管路耐震化率（耐震化された管路

延長割合）は第一工水は３９％、臨海工水は３２％（２事業全体では３３％）

と低く、耐震化がほとんど進んでおらず、早急に耐震化が必要である。 

・ 両事業とも水需要の増加に対しては、給水能力の範囲内であり、既設の浄

水施設等で対応可能であるが、臨海工水については水利権の増量を引き続

き国と継続して協議を行う。 

※1 水道事業ガイドライン（JWWA Q 100）の業務指標 法定耐用年数超過設備率 

（法定耐用年数を超えている機械・電気・計装設備などの合計数/機械・電気・計装設備などの合計数）×100 

※2 水道事業ガイドライン（JWWA Q 100）の業務指標 法定耐用年数超過管路率 

（法定耐用年数を超えている管路延長/管路延長）×100 
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２．２ 水道用水供給事業 

 

１ 事業概要 

（１）事業の現況 

福井県の水道用水供給の２事業は、住民人口増加や生活環境の高度化による需

要量増加および地下水位低下や地盤沈下対策のため実施してきたもので、広域的

な水資源確保や水道施設の整備・運営により、受水市町の水道水源として不可欠

な社会資本であり、地域住民の生活を支えるライフラインとしての役割を担って

いる。 

 坂井水道 日野川水道 

水 源 県営龍ヶ鼻ダム（多目的ダム） 国営桝谷ダム（多目的ダム） 

給 水 区 域 あわら市、坂井市 
越前市､鯖江市､福井市､ 

南越前町､越前町 

給 水 能 力 44,175 ㎥／日 51,900 ㎥／日 

浄 水 方 式 急速ろ過方式 膜ろ過方式 

給 水 量 ( R 8 . 3 ) 44,175 ㎥／日 51,900 ㎥／日 

給 水 単 価 ６３円／㎥ ９０円／㎥ 

給 水 開 始 昭和６３年１０月 平成１８年１２月 

全 体 事 業 費 １６８億円 ４５５億円 

管 路 延 長 ３８．４ｋｍ ６０．５ｋｍ 

   

（２）経営の現状分析 

 ①収支状況等の分析 

・ 両事業とも市町の受水計画の水量を契約水量として給水している。 

・ 収益的収支は、坂井水道は毎年１億円程度の利益を計上しており、日野川

水道は毎年２億円程度の利益を計上している。 

・ 資本的収支は、両事業とも計画的な施設更新の実施や企業債返済等により

毎年数億円～１０数億円不足しており、損益勘定留保資金や利益剰余金処

分額等で補てんしている。 

・ 給水単価は、全国平均８７．０１円／㎥（令和６年）に比べ、坂井水道は

６３円／㎥と安価であるが、日野川水道は９０円／㎥であり、おおむね全

国平均程度となっている。 

＜坂井水道 収支状況等＞ 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

日契約水量 44,175 ㎥ 44,175 ㎥ 44,175 ㎥ 44,175 ㎥ 44,175 ㎥ 

給水状況 16,124 千㎥ 16,124 千㎥ 16,124 千㎥ 16,168 千㎥ 16,124 千㎥ 

収益的収支 211,653 千円 197,476 千円 150,794 千円 173,481 千円 65,719 千円 

資本的収支 
△1,567,393 千

円 
△390,531千円 △478,844千円 △401,358 千円 △919,506 千円 
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＜日野川水道 収支状況等＞ 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

日契約水量 51,900 ㎥ 51,900 ㎥ 51,900 ㎥ 51,900 ㎥ 51,900 ㎥ 

給水状況 18,944 千㎥ 18,944 千㎥ 18,944 千㎥ 18,995 千㎥ 18,944 千㎥ 

収益的収支 327,709 千円 155,957 千円 142,872 千円 212,443 千円 245,758 千円 

資本的収支 △1,399,929 千円 △945,666 千円 △606,483 千円 △1,351,389 千円 △1,087,293 千円 

 

②経営比較分析表（P35-36）を活用した分析 

・経営の健全性・効率性については、両事業とも事業の収益性、財務の健全

性を示す指標（経常収支比率、流動比率）が類似団体をほぼ上回っており、

現在の経営状況は概ね健全で、効率的な経営を行っている。 

・老朽化の状況については、坂井水道は給水開始から３７年経過、日野川水

道は給水開始から１９年経過であり、事業資産全体の有形固定資産減価償

却率は類似団体と比べて低く、施設の老朽化の度合いは高くない。 

・今後は両事業とも老朽化対策に伴う更新需要の増大や施設・管路の維持修

繕が予定されているほか、坂井地区水道用水供給事業については、施設・

管路の耐震化も必要となっているが、物価高騰や人件費高騰の影響も相ま

って、多額の費用が見込まれる。 

・両事業とも今後の費用に見合う料金収入の確保および経費節減に努め 

より一層経営の健全化・効率化に努めていく必要がある。 

 

２ 将来の事業環境 

（１）水需要の予測 

・ 受水計画の水量は、事業計画時に受水市町が独自に長期的な需要量の見通

しに基づいて決定したものである。 

・ 受水市町の人口の予測は、市町独自に国立社会保障・人口問題研究所の推

計値を基に推計すると、１０年後には５～１０％の減少が見込まれており、

これに伴い給水人口も減少するものと見込まれる。 

・ 受水市町の水需要については、給水人口の減少や節水器具の普及に伴い今

後、減少することが予測される。 

 

（２）料金収入の見通し 

・ 料金は、中長期的な収支見通しに基づいて見直す計画としており、坂井水

道では過去３回、日野川水道では過去２回、建設費や維持管理経費の削減

等により値下げをしている。 

・ 現在の料金単価水準を維持しながら安定した料金収入を確保し、計画的な
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施設改良や耐震化を行う。 

 

（３）施設の見通し 

・ 坂井水道は給水開始から３７年、日野川水道は給水開始から１９年が経過

しているが、計画期間の１０年間で浄水施設や水管橋等の土木構造物、電

気・機械設備、導水・送水・配水管路などの老朽化が進んでいく。 

・ 設備老朽化率（耐用年数を経過した設備総数割合）は、１０年後に坂井水

道は現在の３３％から７０％、日野川水道は現在の３０％から６５％（２

事業全体では３１％から６７％）に上昇し、計画的な更新が必要である。 

・ 管路老朽化率（耐用年数を経過した管路延長割合）は、坂井水道は現在の

０％から１０年後で９４％、日野川水道は計画期間内で耐用年数を経過し

ないため０％となる。 

・ 坂井水道は、浄水施設や水管橋等の土木構造物については、現在の耐震基

準以前に建設されたもので耐震性が不足しており、送水管路についても

「全国耐震適合地盤判定マップ」（公益財団法人水道技術研究センター）

において耐震適合性がないものと判断される区間が５１％を占めている。

日野川水道は、現在の耐震基準後に建設されており、浄水施設・送水管路

とも耐震性を有している。 

・ 日野川水道が耐震化されているため、２事業全体では施設耐震化率（耐震

化された施設能力割合）は、現在５０％、管路耐震化率（耐震化された管

路延長割合）も、現在８０％となっているが、坂井水道のみでは施設耐震

化率は現在０％（耐震補強工事を実施中、Ｒ１２年度末完了予定）、管路

耐震化率は現在４９％と低く、耐震化が進んでおらず、早急に耐震化が必

要である。 

・ 今後の市町の水需要は人口減少により減少することが予想されるが、各事

業の受水市町の配水量の総量の見通しを踏まえ、日野川水道については現

状の施設能力の維持、坂井地区水道については、今後、管路施設の更新を

行っていくにあたり、水需要の減少を反映した計画に見直していく。 

 

 

２．３ 臨海下水道事業 

 

１ 事業概要 

（１）事業の現況 

下水事業は、テクノポート福井に立地する企業から排水される汚水を適切に処

理するため実施してきたもので、テクノポート福井の企業活動に不可欠な社会資

本であり、公共用水域の環境保全および企業誘致活動や産業振興の支援の役割を
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担っている。 

処 理 区 域 テクノポート福井（現在７７６ｈａ／全体８４２ｈａ） 

処 理 能 力 27,000 ㎥／日 

処 理 水 量 ( R 8 . 1 ) 13,873 ㎥／日（不明水含む） 

処 理 方 式 生物処理→三次処理（凝集沈殿→高速ろ過→活性炭吸着） 

処 理 単 価 

 

汚水濃度 基本料金 汚水超過ﾗﾝｸ 水質加算料金 

０～１８０ １１８円／ｍ３ １ランク １０８円／ｍ３ 

１８１～３６０ １７１円／ｍ３ ２ランク ２１６円／ｍ３ 

３６１～５４０ ２２５円／ｍ３ ３ランク ３２４円／ｍ３ 

５４１～７２０ ２７９円／ｍ３ ４ランク ４３２円／ｍ３ 

７２１～８４０ ３１５円／ｍ３     
 

処 理 水 質 ＣＯＤ、ＢＯＤ、ＳＳ、ｐＨ 

供 用 開 始 平成５年１２月 

全 体 事 業 費 １４１億円 

管 路 延 長 ３１．０ｋｍ 

   

（２）経営の現状分析 

①収支状況等の分析 

・ 契約水量および汚水処理状況は、企業の新規立地や工場増設等により増減

があり、ほぼ横ばいとなっている。 

・ 収益的収支は、毎年、数千万円程度の利益を計上している。 

・ 資本的収支は、施設更新および需要量増加に伴う施設や管路増設等に国土

交通省の交付金や造成事業負担金を受けて実施しているが、毎年数億円不

足しており、損益勘定留保資金や利益剰余金処分額等で補てんしている。 

・ 料金単価は、汚水濃度に応じて５段階の料金設定を行っている。事務所等

から排出される下水については料金１１８円／㎥を適用しており、全国下

水道料金の平均１４５円／㎥（月２０㎥使用時・地方公営企業年鑑第７１

集（令和５年度））より安価となっている。 

＜下水事業 収支状況等＞ 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

日契約水量 14,113 ㎥ 15,021 ㎥ 13,495 ㎥ 15,541 ㎥ 12,838 ㎥ 

汚水処理状況 5,228 千㎥ 5.647 千㎥ 5,664 千㎥ 5,750 千㎥ 5,400 千㎥ 

収益的収支 136,391 千円 166,505 千円 98,309 千円 111,283 千円 73,764 千円 

資本的収支 △574,131千円 △1,196,319 千円 △78,672 千円 △15,677 千円 △5,227 千円 

 

②経営比較分析表（P37）を活用した分析 

・経営の健全性・効率性については、事業の収益性、財務の健全性を示す指

標（経常収支比率、流動比率）が類似団体を上回っており、現在の経営状
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況は健全で、効率的な経営を行っている。 

・老朽化の状況については、有形固定資産減価償却率は類似団体平均値と同

程度となっているが、管渠老朽化率は低いことから、管路以外の施設の老

朽化の度合いは高くなっている。 

・今後は老朽化対策に伴う更新需要の増大や施設・管路の維持修繕に加え、

施設・管路の耐震化が予定されているが、物価高騰や人件費高騰の影響も

相まって、多額の費用が見込まれる。 

・今後の費用に見合う料金収入の確保および経費節減に努め、より一層 

経営の健全化・効率化に努めていく必要がある。 

 

２ 将来の事業環境 

（１）水需要の予測 

・ 毎年の需要量調査により、確実な水需要の予測に努めている。 

・ 企業の新規立地や工場増設等により１０年後には約１千㎥／日（不明水含む）

の水需要の増加の可能性が見込まれる。 

 

（２）料金収入の見通し 

・ 料金は、中長期的な収支見通しに基づいて概ね３～５年ごとに見直す計画

としており、過去２回改定し値上げしているが、平成１７年度以降は据え

置いている。 

・ 今後の老朽化対策や管路更新に多額の費用がかかる見込みであることか

ら、料金改定を検討する必要がある。 

 

（３）施設の見通し 

・ 供用開始から３２年が経過しており、更に塩害や工場排水の影響により処

理施設等の土木構造物、電気・機械設備、下水管路とも老朽化が進んでい

る。 

・ 設備老朽化率（耐用年数の総計に対し経過した年数割合）は、現在の８７％

から１０年後には１４５％に上昇し、計画的な更新が必要である。管路老

朽化率（耐用年数の総数が経過した管路延長割合）は現在は耐用年数を経

過しないが１０年後には１４％となる。 

・ 特に、老朽化が進んでいる三次処理施設の更新またはそれに代わる処理方

法の確立を進める必要がある。 

・ 上下水道耐震化計画上の急所施設（揚水施設、消毒施設、沈殿施設）につ

いては耐震化が完了しているが、その他の施設、管路については、引き続

き耐震化計画を検討する必要がある。 

・ 水需要は今後１０年間で約１千㎥／日の増加の可能性が見込まれるが、既設
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の施設能力で足りる見込みである。 
※３ 主要設備の経年化率＝主要設備の経過年数の総計／主要設備の標準的耐用年数の総計×１００ 

 

２．４ 臨海工業用地等造成事業  

 

１ 事業概要 

（１）事業の現況 

テクノポート福井は、本県産業の高度化と雇用機会の拡大を図ることを目的に

昭和４４年に「福井臨海工業地帯造成計画（現「テクノポート福井」基本計画）」

を策定し、昭和４７年に造成を開始したもので、この計画で掲げた施設について

は概ね整備を行うとともに、企業立地についても、社会経済情勢が様々に変化す

る中、進出企業数７５社、産業用地の整備済み面積に対する売却率９８．１％、

従業員数は約４，８００人となるなど順調に推移し、本県経済の発展に大きく貢

献してきた。 

 造成事業 

計画面積 １２，４７２千㎡（１，２４７．２ｈａ） 

 産業用地 ７，６４３千㎡（７６４．３ｈａ） 

 公共用地 ４，８２９千㎡（４８２．９ｈａ） 

立地企業数 ７５社（操業６９社） 

総事業費（A） ２，０３３億円 

売却予定代金（B） ２，０３３億円 

事業費回収（B/A） １００．００％ 

元利金債類計 ３９，５４４百万円 

立地企業の業種 化学関係３９社、機械・金属関係１２社、 

繊維関係４社、石油関係５社、他１５社 

従業者数  ４，７９５人（令和６年７月調査） 

工業出荷額 約３，２９１億円（令和５年度） 

 

（２）経営の現状分析 

①収支状況等の分析 

・ 積極的な企業誘致活動により、近年は１区画／年程度と着実に売却し、産

産業用地の整備済み面積に対する売却率９８．１％が売却済みとなってお

り、令和６年度末現在では、未売却地は造成中の区画も含め１５区画２６．

３ｈａである。 

・ 収益的収支は、事業年度における経営成績を把握するため、平成６年度か

ら導入し、土地の売却収入や売却原価（予定原価）等を計上しており、こ

れまで順調に売却が進み、黒字基調で推移している。 
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・ 資本的収支は、企業の進出や増設に伴う施設整備や工下水道負担金等によ

り、毎年数億円不足しているが、損益勘定留保資金等で補てんしている。 

＜造成事業 土地売却状況等＞ 

【産業用地】 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

譲渡区画数 ― 3 区画 1 区画 1 区画 ― 

譲渡面積 ― 3.4 ｈａ 2.4 ｈａ 3.4 ｈａ ― 

立地企業数 71 社 73 社 74 社 75 社 75 社 

売却率 96.9％ 97.3％ 97.7％ 98.1％ 98.1％ 

収益的収支    17,639 千円    62,310 千円 130,285 千円    18,988 千円    74,482 千円 

資本的収支 △883,489 千円 △551,880 千円 △157,055 千円 △404,558 千円 △619,824 千円 

 

②経営比較分析表（P38）を活用した分析 

・ 当事業は、現在も産業用地を造成中であるため、中間勘定で経理されてお

り、経営指標を分析するに当たってはその特殊性を勘案する必要がある。 

・ 事業の収益性、財務の健全性については、土地の売却単価等により、年度

によって指標（総収支比率、営業収支比率）の変動はあるが、現在の経営

状況は概ね健全で、効率的な経営を行っている。 

 

２ 将来の事業環境 

（１）用地需要の予測 

・ 県内では、分譲可能な産業用地が他県と比べて不足しており、北陸新幹線

や中部縦貫自動車道などの高速交通体系の整備効果を最大限活かせるよ

う、産業用地を拡充し、企業立地の受け皿を増やす必要がある。 

・ テクノポート福井は、三里浜緩衝緑地により住宅地と分離され操業時間等

の自由度が高く、港湾、工業用水、下水道等のインフラが整備されており、

積極的な企業誘致活動も相まって企業からの問い合わせも多く、産業用地

の需要は十分あると見込まれる。 

・ 業種としては、すでに進出している化学、アルミ加工、機械・金属、繊維

産業等に加えて、女性や若者に魅力ある本社機能の移転・拡充やＩＴ関連

企業のサテライトオフィス設置、高速交通インフラの整備・進展を活かし

先端産業・研究施設や医療・健康関連産業等のほか県内での操業が少ない

食品関連産業等を想定する。 

 

（２）用地の利用と造成の見通し 

・ 産業用地を拡充するため、平成２９年度の「福井港湾計画」の変更により、

南水路港湾開発用地を産業用地に転用し、平成３０年度から新分譲エリア

１期工事（１６．９ｈａ）の造成工事を開始、令和３年４月に分譲を開始
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した。 

・ 令和５年度からは同エリア２期工事（８．４ｈａ）の造成工事に着手し、

工事完了後分譲開始予定である。 

・ さらに、令和６年度から同エリア３期工事（４．５ｈａ）の開発許可申請

を行い、令和７年度より開発許可を受け、造成工事に着手している。 

・ 用地造成にあたっては、地形に適応した造成や企業の需要動向に対応でき

るように区画の規模や配置に配慮する。 

 

（３）用地売却の見通し 

・産業用地の未売却地は、既存エリアで１区画３．０ｈａ、新分譲エリアの

１期分で６区画１０．４ｈａ、２期分予定で４区画８．４ｈａ、３期分予

定で３区画４．５ｈａである。 

・福井県企業立地推進戦略本部と連携し、テクノポート福井の優位性を活か

し、すでに進出している化学系等製造業に加えて、女性や若者に魅力ある

本社機能の移転・拡充やＩＴ関連企業のサテライトオフィス設置、先端産

業や医療・健康関連産業等のほか食品関連産業等を想定業種として、未売

却用地や未利用地への誘致を図っていく。 

・企業の未利用地については、情報発信を強化し、企業ニーズとのマッチン

グを行い、企業誘致用の土地として利用拡大を促進し、工場用地を求める

企業への転売斡旋を進めていく。 

・公共用地については、関係各所に売却の交渉を進めていく。 

 

（４）収支の見通し 

・近年は、産業用地を１区画／年程度と着実に売却しており、引き続きこの

ペースにより、現在の売却単価で順次売却できれば、拡充予定地を段階的

に整備しながら安定的な経営が可能となる見通しである。 

 

 

２．５ 組織体制と経営健全化 

 

１ 組織体制 

現在、公営企業部門は産業労働部の所管となっており、下記のとおり、産業労

働部長、同副部長、公営企業課１７名(電気職５名、土木職３名、事務職９名)、

４か所の管理事務所２４名(電気職２１名、化学職２名、事務職１名)の計４１名

(電気職２６名、土木職３名、化学職２名、事務職１０名)の職員で、工業用水道

２事業、水道用水供給２事業、造成事業、下水事業の計６事業を運営している。 

令和７年４月１日現在では、在職者の平均年齢は４３．１歳であり、福井県職
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員の平均４１．６歳と比べて若干高齢化が進んでいる（臨時的任用職員・再任用

職員は除く）。 

なお、公営企業在職者の職種別平均年齢は、電気職４４．０歳、土木職４０．３

歳、化学職５１．０歳、事務職４０．３歳となっている。 

 

 

 

２ 経営健全化の取組み 

これまで、経営の健全化と効率化を図りながら、施設を適正かつ円滑に維持管

理するため、各事業の状況に応じて組織体制を見直し、施設の運転管理や水質検

査のアウトソーシングおよび公営企業ＯＢ職員の再任用等を行い、定数削減を進

めてきた。 

 

３ 組織の見通し 

工業用水道事業、水道用水供給事業、下水事業については、効率的に安全、安

定した施設管理を行うため、運転管理や水質検査等の業務はアウトソーシングに

より民間企業や公社へ委託しており、管理部門や危機管理等の業務は職員が行い、

各事業の施設管理に必要な技術や技能を維持している。 

しかし、現在の電気職および化学職の職員の平均年齢が４４．２歳と高く、若

知　事 産業労働部 公営企業課

部長

副部長

　（平成５年12月：下水道事業）

公 営 企 業 組 織 図

坂井地区水道管理事務所
　（昭和63年10月：水道用水供給事業）

日野川地区水道管理事務所
　　平成18年12月：水道用水供給事業
　　昭和50年12月：工業用水道事業

福井臨海工業用水道管理事務所
　（昭和53年4月：工業用水道事業）

テクノポート福井浄化センター
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年層が少ないため（６０歳以上１０．７％、５０歳代４６．４％、４０歳代１０．

７％、３０歳代１４．３％、２０歳代１７．９％）、次世代を担う職員への技術や

技能の継承が課題となっている。 

造成事業についても同様に、用地売却や所管施設の管理に加え、企業協議会や

周辺地区ならびにテクノポート福井施設管理関係機関との連絡調整等テクノポー

ト福井の振興を図る業務も担っており、対象施設や関係機関が多く、長年の経緯

があることから、知識や経験等の継承が課題となっている。 

また、公営企業の管理運営には、土木、機械、電気、化学等の施設管理の技術

力や企業会計等の経営管理に関する能力等の多方面の知識、技能、経験等が要求

されるため、これらに精通した人材を育成することも課題である。 

 

４ 国の動向 

公営企業を取り巻く経営環境は、人口減少に伴う料金収入の減、施設等の老朽

化による更新需要の増大等、厳しさを増している。これに加え、物価上昇や人材

不足、災害リスクの高まりなど、複合的な課題が顕在化している。 

こうした状況に対応するため、従来の包括委託、指定管理者制度に加え、上下

水道事業での広域化も視野に入れたＰＰＰ／ＰＦＩなどによる官民連携手法の導

入により、経営効率の向上とサービス品質の維持を目指している。 

国は、公営企業の各分野について、抜本的な改革の検討を推進する上での考え

方や、対象、課題、方策等について整理、検討を行っており、今後とも情報収集

に努めていく必要がある。 
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３．１ 基本方針と実施施策 

 

第３章 経営の基本方針 

３．１ 基本方針と実施施策 

「強靭な水道」、「産業基盤の整備」、「経営基盤の強化」、「人材の確保」の４つを

基本的共通目標とし、次の方針で施策を進めていく。 

 

方針１ 強靭な水道 

（１）施設・管路の老朽化対策 

①目標値の設定 

老朽化の指標（老朽化率）は、耐用年数の経過状況により設定する。 

管路は耐用年数を経過した管路延長割合、施設は耐用年数を経過した設備総

数割合（上水・工水）または耐用年数の総計に対し経過した年数割合（下水）

とする。 

＜管路・施設の老朽化率＞ 

区分 事業 令和６年度末 
令和１７年度末 

（目標） 

全国平均 

（参考） 

管路 

工業用水道 ６９％ ８２％ ５０％(R5) 

水道用水 ０％ ３４％ ２５％(R4) 

下水道 ０％ １４％  ７％(R5) 

施設 

工業用水道 ５７％ ７０％ － 

水道用水 ３１％ ４５％ ４９％(R4) 

下水道 ８７％ １２０％ － 

全国平均は水道統計（令和４年度）、地方公営企業年鑑（令和５年度）による 

 

②管路の目標 

工業用水道については、第一工水が管路更新計画により５６％、臨海工水

が８７％が見込まれるため、２事業全体で８２％とする。 

水道用水供給事業のうち坂井地区水道は、令和１５年度以降、毎年３.５億

円程度を管路更新に充てる計画であり、令和１７年度末の見込みを踏まえ、

８６％とする。なお、水道用水供給事業のうち日野川水道は今回検討期間内

第 ３ 章 経営の基本方針 
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に耐用年数を経過しないため、２事業全体で３４％とする。 

下水道事業では、今回検討期間内に管路更新を行わないため、目標値を設

定しないが老朽化の見込みは１４％となる。 

 

③施設の目標 

投資計画の基本的な考え方で更新する場合の見込みを基とし、実際には収

支のバランスも考慮して実施することを踏まえ、２割程度の余裕をもった現

実的な目標を設定する。 

工業用水道事業については、第一工水は４９％、臨海工水は６８％が見込

まれるので、２事業全体で７０％以下を目標とする。主要な計画としては第

一工水においては配水池電気設備、機械設備の改良更新を行う。 

水道用水供給事業については、坂井水道は３８％、日野川水道は３３％が

見込まれるため２事業全体で４５％以下とする。主要な計画としては坂井水

道の排水処理設備等の更新、日野川水道の膜ろ過設備の更新を行う。 

下水道事業については、１０７％が見込まれるため１２０％とする。主要

な計画としては三次処理設備の更新を行う。 

 

（２）施設・管路の耐震化 

①目標値の設定 

耐震化の指標（耐震化率）は、以下のとおり設定する。 

管路は耐震化された管路延長割合、施設は耐震化された施設能力割合（上

水・工水）または施設数割合（下水）とする。 

＜管路・施設の耐震化率＞ 

区分 事業 令和６年度末 
令和 17 年度末 

（目標） 

全国目標 

（参考） 

管路 

工業用水道 ３３％ ３９％ ６５％(R12) 

水道用水 ８０％ ８３％ ５９％(R12) 

下水道 
全管路 １９％ １９％ － 

うち急所施設 １００％ １００％ ８０％(R12) 

施設 

工業用水道 ５０％ ５０％ ５０％(R12) 

水道用水 ５０％ １００％ １００％(R17) 

下水道 
全施設 ６３％ ６９％ － 

うち急所施設 １００％ １００％ ６３％(R12) 

全国目標は第一次国土強靭化実施中期計画(令和７年度)による  
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②管路の目標 

工業用水道事業は、第一工水は更新計画により７６％、臨海工水は更新に

着手しないため３２％が見込まれるため、２事業全体で３９％とする。 

水道用水供給事業は、坂井地区水道の管路耐震化が令和１５年度以降の管

路更新計画により９％増の５８％が見込まれるため、すでに耐震性を有する

日野川地区水道と合せて、２事業全体で８３％とする。 

下水道事業は、今回検討期間内に管路更新を行わず令和２０年度以降の計

画であるため、目標値は現況と変わらない。 

 

③施設の目標 

工業用水道事業は、第一工業用水道の施設耐震化は完了しているものの、

臨海工業用水道の施設耐震化は今回検討期間内に完了しないため、２事業平

均で５０％とする。 

水道用水供給事業は、坂井水道が令和１２年度末までに施設耐震化を行う

こととしており、すでに耐震性を有している日野川水道と合せて１００％を

目標とする。 

下水道事業は、急所施設の耐震化は完了しているが、その他の施設の耐震

化は今後実施していく計画であり、６９％とする。 

 

（３）災害対策 

①土砂災害対策 

土砂災害警戒区域内に位置し、土砂災害により施設の機能が失われる恐れ

がある施設について、対策工事を実施する。 

・坂井水道 土砂災害対策工事（浄水場東側急傾斜地） 

②洪水対策 

洪水対策として、水管橋橋脚部の洗堀や取水口の堆砂の影響がある施設に

ついて、対策工事や保全作業を実施する。 

・日野川水道 日野川水管橋橋脚洗堀対策工事 

・  〃   八乙女頭首工の堆砂対策（農業用水との共同施設） 

③停電対策 

水道用水供給事業においては、７２時間以上の停電に対応できるよう燃料

を備蓄するとともに各自家発電設備の計画的な保全を実施する。 

④災害応援協定による相互応援、応急対策 

隣接府県や日本水道協会各支部との相互応援協定や管工事組合等の各種団

体との応急対策協定に基づき、被災時の応急復旧体制を確保する。 

⑤危機管理訓練の実施 
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「危機管理マニュアル」に基づき、大雨・洪水、油流入、毒物混入、漏水

事故などの各危機事象を想定し、関係機関との連絡、連携を含めた危機管理

訓練を定期的に実施する。 

 

（４）適切な保守点検 

「保全管理マニュアル」や「水道施設の点検を含む維持・修繕の実施に関

するガイドライン」等に基づき、日常点検、定期点検など適切な保守点検を

実施する。 

①土木工作物 

コンクリート構造物について、ひび割れ、鉄筋露出等の劣化状況を定期的

に確認し、必要に応じて補修を行う。 

②機械・電気設備 

日常点検、定期点検および分解整備等により、機器異常の早期発見や故障

防止のための予防保全を実施する。また、計画的な修繕を実施することによ

り、設備の機能維持を図る。 

③地下埋設物 

地上からの目視点検に加えて、特に老朽化している埋設管について管内カ

メラによる内部点検などを実施し、地下埋設物の状態把握と事故防止対策に

努める。 

④水管橋 

水道用水供給事業、工業用水道事業合わせて３８橋ある水管橋について、

目視および必要に応じて触診や打音調査を行うことにより、損傷や劣化の状

況について点検を行う。また、ドローンなどを活用し、直接目視の困難な部

分についても点検を行っていく。 

 

（５）ＧＸの推進 

①省エネルギー機器導入の推進 

設備更新の際に、ポンプ、送風機、撹拌機等の各種回転機器に対してイン

バータを導入するなど、省エネ型の機器の導入を積極的に進めていく。 

②発生汚泥の有効活用 

処理過程で発生した汚泥のリサイクルおよびコスト削減を図るため、グラ

ウンド改良材、園芸用培土、セメント原料、地盤改良材に積極的に活用する

とともに、さらなる多様化を図るため、新たなリサイクル先について情報収

集を行う。 
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方針２ 産業基盤の整備 

（１）産業用地の拡充 

福井港南水路の用地転用により新たに産業用地として造成した１０．４ 

ｈａ（１期）に加え、北側隣地の８．４ｈａ（２期）、南側隣地の４．５ｈａ

（３期）の造成を進め、産業用地を拡充する。 

（２）未利用地の利活用 

未操業や未利用となっている企業用地のうち転売可能な区域（４区画３５

ｈａ）については、情報発信を強化し、企業ニーズとのマッチングを行い、

企業誘致用の土地として利用拡大を促進し、既存企業や新規企業への転売斡

旋を強化する。 

（３）工水・下水施設等の増設 

テクノポート福井への新たな企業進出や増設に伴い必要となる雨水管路や

道路等の整備を行うとともに、需要量に応じた工業用水道・下水道管路等の

整備を行う。 

（４）操業環境の維持向上 

テクノポート福井における操業環境を維持向上するため、各施設を管理す

る関係機関が連携し、道路・港湾・公園等の適切な管理、三里浜緩衝緑地帯

や防風林帯の環境整備、事故等の未然防止等を行う。 

 

方針３ 経営基盤の強化 

（１）アセットマネジメント 

方針１に基づく計画的な老朽化対策、耐震化や、安定した給水および処理を

維持するため、アセットマネジメントまたはストックマネジメントを導入し、

具体的には次の施策を行う 

①需要量の調査 

工業用水道事業および下水道事業については、企業誘致部門とタイアップ

して本社や工場への個別訪問等による企業の新規立地や設備増設促進等の需

要の開拓を行うとともに、既存企業に対する需要量調査や検針時の情報収集

により需要の掘り起こしを行う。 

②需要に応じた更新規模の検討 

施設、管路の老朽化対策、耐震化などに当たっては、需要に応じた施設規

模への再整備、最適なライフサイクルコストを考慮し、効果的な投資となる

よう計画を策定する。 

③投資計画と収支計画 

老朽化対策は、中長期的に事業ごとの目標値を設定し進める。耐震化は施

設を最優先に行い、その後に管路に着手することとし、老朽化対策も同時に
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進める必要があり、長寿命化による投資の抑制や平準化等により収支バラン

スを図りながら着実に進める。 

（２）適切な料金設定 

①アセットマネジメントと物価高騰を反映した料金設定 

各事業とも、定期的な料金の見直し、改定を行うとともに、料金設定に当

たっては適切な資産維持費を算入することで、将来にわたり健全な事業経営

が持続できる適正な料金水準を確保していく。 

施設の更新および耐震化に必要な財源は、原則として、料金収入により賄

うことを基本とし、国の補助制度の活用や企業債による負担の平準化も考慮

しつつ資金を長期的に確保する。 

（３）健全経営への取組み 

①経費抑制と収益確保 

施設の適切な修繕・更新により投資費用をできるだけ抑えるとともに発注

規模の大型化や物品の集中購入等により、経費の抑制に努める。 

また、国庫補助金の活用等により収益の確保を図る。 

②広域化、官民連携の情報収集 

広域化、官民連携について、国の動向を注視して引き続き情報収集に努め

る。 

 

方針４ 人材の確保 

（１）人員の確保、技術の継承 

①新規職員の採用、中堅職員の確保 

人事担当部局と連携し、学生に対するインターンシップの実施や、意見交

換会の開催など、学生に対し積極的にＰＲしていく。 

また、先行募集枠や他職種からのチャレンジ枠、社会人経験者など幅広く

人材の確保に努めていく。 

②技術の継承 

若手職員に対し、ＯＪＴの実施や各種研修会への参加を促すなど、技術の

継承を進める。 

また、各マニュアルを適宜見直し、技術の継承と標準化に努める。 

 

（２）ＤＸの推進 

①施設や管路のデジタル情報の活用 

全職員にタブレット端末を配布し、電子化された施設や管路の情報をリア

ルタイムに確認できるようにし、迅速な保全活動に活用する。 

下水道事業、水道用水供給事業、工業用水道事業の管路の情報について、

下水道共通プラットフォームやその他の地理情報システムを基盤としたデー
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タベースシステムにより管理できるようデジタル情報化を進める。 

②点検、管理のスマート化  

従来の紙による点検・管理の記録を電子化し、タブレットを活用すること

により、過去情報の参照や設備劣化の傾向などを容易に把握できるようにし、

効率化を図る。 

③クラウド監視の推進 

各事業の中央監視設備の更新に当たっては、浄水場や処理場の運転状況を

クラウド経由で監視できるようにし、経験豊富な職員が迅速に状況を把握し、

適切な指示ができるような環境を整備する。 
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４．１ 投資・財源計画 

 

１ 投資・財源計画 

 投資・財源計画は、経営の基本方針に従い事業を進めた場合の長期的な投資

と財源の将来試算に基づいて、今後１０年間の収入と支出が均衡するよう調整

した収支計画である。 

各事業における投資・財源計画の集計は下表のとおりである。 

（年度ごとの詳細は別表（P39-50）を参照） 

 

 

２ 投資・財源計画の策定に当たっての説明 

（１）収支計画のうち投資についての説明 

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

借入金返済等 留保資金

借 入 金

合　　計 合　　計

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

施設増設 留保資金

借入金返済等 借 入 金

合　　計 合　　計

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

借入金返済等 留保資金

合　　計 合　　計

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

借入金返済等 留保資金

合　　計 合　　計

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

施設増設 留保資金

借入金返済等 借 入 金

合　　計 合　　計

造成工事費 土地売却代

施設整備費 雑収入等

事務費等 留保資金

合　　計 合　　計

※料金収入は、減価償却費および純利益の合計額を示す。

17.0億円 3.2億円

46.1億円 46.1億円

造成事業

2.1億円 42.7億円

27.0億円 0.2億円

下水事業

76.0億円 55.7億円

3.9億円 17.7億円

2.1億円 6.5億円

0.0億円 2.1億円

82.0億円 82.0億円

上水事業
（日野川水道）

92.8億円 110.7億円

――― ――― 

上水事業
（坂井水道）

48.0億円 59.1億円

24.7億円 3.1億円

工水事業
（臨海工水）

22.4億円 32.5億円

工水事業
（第一工水）

7.3億円 6.0億円

56.4億円 56.4億円

26.0億円 3.5億円

0.7億円 14.4億円

24.4億円 2.2億円

0.4億円 9.8億円

12.7億円 21.1億円

37.5億円 37.5億円

4.4億円

投資計画（令和８～１７年度） 財源計画（令和８～１７年度）

0.0億円 10.5億円

72.7億円 72.7億円

41.1億円 23.2億円

133.9億円 133.9億円

第 ４ 章 投資・財源計画 
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① 計画期間内に実施する主な投資内容 

計画期間内に実施する投資内容について、事業ごとに主なものを示す。 

なお、設備等の更新にあたっては、需要量に応じた能力への見直しを随時

行うものとする。 

〈工業用水道事業〉 

・第一工水 

老朽化対策 

送水ポンプ更新、汚泥処理設備更新、中央監視制御設備更新 

施設耐震化 

送水管の耐震化 

 

・臨海工水 

老朽化対策 

中央監視制御設備の更新、計装機器の更新、既存沈殿池設備の更新 

施設耐震化 

 既存沈殿池構造物の耐震化、配水池の増設および既存配水池の耐震化 

建設 

 進出企業の需要に応じて配水管路を整備 

 

〈水道用水供給事業〉 

・坂井水道 

老朽化対策 

 取水機械設備（取水ポンプ、除塵機）の更新、汚泥処理設備の更新、 

中央監視制御設備の更新、計装機器の更新 

施設耐震化 

 浄水場施設の土木構造物の耐震化、送水管路の耐震化 

 

・日野川水道 

老朽化対策 

 膜ろ過設備の更新、薬品注入設備の更新、中央監視制御設備の更新 

 

〈下水道事業〉 

老朽化対策 

三次処理設備（活性炭設備）の再整備計画策定および更新 

自動除塵機の更新、送風機の更新、受変電設備・動力設備の更新 

施設耐震化 

処理場施設のうち急所施設として対策済みの部分以外について耐震化 
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〈造成事業〉 

造成工事 

産業用地２期８．４ｈａおよび３期４．５ｈａの造成 

施設整備費 

進出企業の需要に応じて区画道路等整備、緑地帯環境整備等 

 

②収支計画に当たって反映した取組み 

〈工業用水道事業、水道用水供給事業、下水道事業〉 

・施設の更新計画策定に当たっては、耐用年数に対し、電気・機械は１．５

倍（下水道は５年延長）、管路は２．０倍（下水道は１．５倍）、土木・建

築は１．３倍（下水道は１．１倍）を基準とした。（下水道については塩害、

汚水による腐食を考慮した。） 

・電気・機械設備の一部については、性能保証期限や構成機器の保守期限等

も考慮して更新時期を設定する。 

・更新年度が重なる場合は予算額および業務量の平準化を図る。 

・施設耐震化にあわせて、老朽化した浄水機械・電気設備の更新を行うこと

により業務の効率化を図り、浄水処理への影響を最小限に抑える。 

・耐震化については、重要度の高い施設から優先的に順次耐震化を実施する。 

・テクノポート福井への新たな企業進出や増設に伴う需要量増加に対応する

ため、工水・下水管路等の整備を行う。 

〈造成事業〉 

・産業用地１２．９ｈａを２期８．４ｈａおよび３期４．５ｈａに分けて、

売却状況に合わせて造成する計画とする。 

・テクノポート福井への新たな企業進出や増設に伴い必要となる雨水管路や

道路等の整備を行う。 

 

（２）収支計画のうち財源についての説明 

①財源確保の取組み 

〈工業用水道事業、水道用水供給事業、下水道事業〉 

・施設の更新および耐震化に必要な財源は、国の補助制度の活用、企業債に

よる平準化も考慮しつつ、原則として料金収入により賄うこととする。 

・料金収入は、契約水量および水質に応じて料金単価により算出されるが、

契約水量の見込みは、工水および下水は需要量調査値を補正し、上水は受

水計画の水量で算出する。 

・料金単価は、長期的な投資需要に対応するため、適正な資産維持費を算入

し、料金単価が長期にわたり安定的に維持できるよう設定する。 
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・第一工水、臨海工水、臨海下水の耐震対策や管路・施設更新については、

資金が不足することが予想されることから計画期間内に必要とする資金を

長期的に確保するため、受水企業に理解を得ながら料金単価の見直しによ

り確保する。 

・各事業において、社会経済情勢の変化や不測の事態の発生等により、経営

状況に影響があった場合は、必要に応じて料金単価の見直しを検討する。 

〈造成事業〉 

・福井県企業立地推進戦略本部と連携し、テクノポート福井の優位性を活か

して、近年の産業用地の売却ペース（１区画／年程度）を維持できるよう

努める。 

② 資金の有効活用 

・資金の運用については、福井県公金管理運用基本方針等に基づき、安全性、

流動性、有効性の確保を基本原則として行う。 

・運用方法については、健全性の高い金融機関への預金、国債・政府保証債・

地方債等の安全確実な債券の購入によるものとし、金融情勢の動向を注視

しながら効率的かつ効果的な運用を行う。 
    

（３）収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

① 収益的支出の積算方法 

・委託料は、運転管理業務や水質検査業務等の定例的な費用については、施

設増設や耐震化等に伴う業務増加分および実績額に物価指数と県人事委

員会勧告を考慮して算定し、数年間隔の業務や臨時業務等の費用について

は別途加算して算定する。 

・修繕費は、平準化を図るため対象資産額に係数を乗じて算定する。 

・動力費および薬品費は、実績額に将来の給水量の変動と物価指数を考慮し 

て算定する。 

・職員給与費は、令和６年度の現員、現給ベースで県人事委員会勧告を 

 考慮して算定する。 

・減価償却費は、既存分および更新および増設分の償却対象資産について、 

定額法により算定する。 

・企業債等の支払利息は、各年度の償還表から積み上げて算出する。 

② 収益的支出の経費削減に向けた取組み 

・修繕費は、対象資産に対する割合で計上し、不足する場合は、修繕引当金 

の取崩しにより費用の平準化を図る。 

・動力費は、省エネ制御や省エネ型設備の積極的な採用や、ろ過設備の洗浄 

の工夫等により、契約電力および使用電力量の削減に努める。 

・発生汚泥の有価売買による汚泥処理費用の削減や、水質に応じた注入量の 

 最適化による薬品費の削減等に努める。  
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４．２ 今後の経営見通し 

 

（１）工業用水道事業 

① 年間水量 

・毎年の需要量調査により、第一工水は将来、企業の生産縮小等で使用量減

少などが予想されるものの、１０年後の水需要は、ほぼ横ばいの見込みで

ある。 

・臨海工水は企業の新規立地や工場増設等で３千㎥／日程度の増加が見込まれ

る。 

② 収益的収支 

・第一工水については、令和９年度から予定している管路の耐震化に必要な

資金を長期的に確保する必要がある。現在の料金収入では必要な資金を確

保することが困難であるため、計画期間内に料金見直しを行い、資金を確

保し、管路の耐震化に取り組む。 

・臨海工水については、今後の施設・管路の耐震化に必要な資金を長期的に

確保する必要がある。現在の料金収入では必要な資金を確保することが困

難であるため、計画期間内に料金見直しを行い、資金を確保し、施設・管

路の耐震化に取り組む。 

③ 資本的収支 

・第一工水は、計画期間内において、老朽化対策に１２億円、耐震対策に２

４億円の投資が必要であり、経済産業省の補助金のほか補てん財源として

損益勘定留保資金や利益剰余金処分額等で確保することにより、留保資金

残高は、令和７年度末の１３億円から令和１７年度末には４億円となる見

込みである。 

・臨海工水は、計画期間内において、老朽化対策に２２億円、耐震対策に２

６億円、借入金返済に６億円の投資が必要であり、経済産業省の補助金や

造成会計負担金のほか補てん財源として損益勘定留保資金や利益剰余金

処分額（料金見直しにより２億円）等で確保することにより、留保資金残

高は、令和７年度末の１７億円から令和１７年度末には５億円となる見込

みである。 

④ 他会計借入金残高 

・臨海工水の造成事業からの他会計借入金残高は返済を進めており、令和７

年度末の３９億円から令和１７年度末には３３億円となる見込みである。 
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  ・第一工水 

 

 

 

  ・臨海工水 

 

 

項　目 令和７年度見込 令和１７年度見込 備    考

需要水量 30,670㎥/日 30,670㎥/日

純 利 益 27百万円 82百万円 計画期間内に料金改定を想定

留保資金 13.3億円 4.3億円

企業債残高 0.0億円 3.6億円
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（百万円） （㎥／日）第一工水
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水需要

純利益

計画期間

項　目 令和７年度見込 令和１７年度見込 備    考

需要水量 34,903㎥/日 37,398㎥/日 企業の新規立地、増設等による増加

純 利 益 66百万円 121百万円 計画期間内に料金改定を想定

留保資金 17.6億円 5.0億円

企業債残高 0.0億円 5.4億円

他会計借入金残高 38.8億円 32.8億円 造成事業からの借入金
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計画期間
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（２）水道用水供給道事業 

① 年間水量 

・坂井水道は、料金体系の見直しに伴い当該年度の実使用水量を対象とする。 

・日野川水道の契約水量は、受水計画どおり現状を維持する。 

② 収益的収支 

・坂井水道は、計画期間内を通して収支均衡で推移する見込みであり、資金

を確保しながら施設・管路の耐震化、老朽化対策に取り組む。 

・日野川水道は、計画期間内を通して収支均衡で推移する見込みであり、資

金を確保しながら、施設・管路の老朽化対策に取り組む。 

③ 資本的収支 

・坂井水道は、計画期間内において、老朽化対策に４８億円、耐震対策に２

５億円の投資が必要であり、補てん財源として損益勘定留保資金や利益剰

余金処分額等で確保することにより、留保資金残高は、令和７年度末の４

７億円から令和１７年度末には３７億円となる見込みである。 

・日野川水道は、計画期間内において、老朽化対策に９３億円、借入金返済

に３７億円の投資が必要であり、補てん財源として損益勘定留保資金や利

益剰余金処分額等で確保することにより、留保資金残高は、令和７年度末

の４７億円から令和１７年度末には２８億円となる見込みである。 

④ 企業債残高 

・日野川水道は、令和７年度末の４４億円から、令和１７年度末には３億円

となる見込みである。 
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・坂井水道 

 

 

 

・日野川水道 

 

 

 

項　目 令和７年度見込 令和１７年度見込 備    考

需要水量 44,175㎥/日 32,916㎥/日 料金体系見直しにより実給水量となる

純 利 益 97百万円 76百万円 令和８年度から二部料金制に移行

留保資金 46.8億円 37.4億円

企業債残高 － －
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項　目 令和７年度見込 令和１７年度見込 備    考

需要水量 51,900㎥/日 51,900㎥/日 受水計画に基づき一定

純 利 益 54百万円 32百万円 現行料金を維持

留保資金 46.8億円 25.7億円

企業債残高 43.7億円 2.6億円
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（３）下水事業 

① 年間水量 

・毎年の需要量調査により、企業の新規立地や工場増設等により１０年後の

排水量は約７千㎥／日の増加が見込まれる。 

 

② 収益的収支 

・今後の老朽化対策、耐震対策に必要な資金を長期的に確保する必要がある。

現在の料金収入では必要な資金を確保することが困難であるため、計画期

間内を通して収支均衡で推移できるよう、令和１２年度からおおむね３～

５年ごとに収支計画と料金を見直すことにより、経費回収率１００％以上

を確保する。 

 

③ 資本的収支 

・計画期間内において、老朽化対策に７０億円、耐震対策に４億円、増設工

事に２億円の投資が必要であり、国土交通省の社会整備交付金、造成会計

負担金および企業債のほか補てん財源として損益勘定留保資金や利益剰余

金処分額等で確保することにより、留保資金残高は令和７年度末の約２０

億円から令和１７年度末には約１４億円となる見込みである。 

 

 

 

 

項　目 令和７年度見込 令和１７年度見込 備    考

需要水量 15,622㎥/日 16,933㎥/日 企業の新規立地、増設等による増加

純 利 益 7百万円 345百万円 令和１２年度以降、３～５年ごとに料金改定

留保資金 19.8億円 13.9億円

企業債残高 － － 企業債借入の予定なし
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（４）造成事業 

① 土地売却 

・産業用地は、未売却用地および新分譲用地を対象として、近年の売却実績

（概ね１区画／年）に基づいて、計画期間内に１４区画２６．３ｈａ（既

存１区画３．０ｈａ、新規１３区画２３．３ｈａ）売却を見込む。 

また、目標年度である令和１９年度の事業終了に向けて、公共用地の売却

処分、その他施設（道路、公園等）の移管を積極的に進めて行く。 

② 収益的収支 

・計画期間内は、分譲用地ストックの減少のため、産業用地拡充造成工事等

への投資により経常利益が減少する見込みである。 

③ 資本的収支 

・計画期間内において、産業用地拡充費用への投資額の補てん財源として損

益勘定留保資金等で確保することにより、留保資金残高は、令和８年度に

は８億円まで減少するが、新分譲用地の分譲が開始された後は、令和１５

年度末には２０億円となる見込みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項　目 令和７年度見込 令和１７年度見込 備    考

売却面積 713.3ha 739.1ha 産業用地（拡充予定区画含む）

純 利 益 49百万円 32百万円 毎年度の土地売却価格と原価と損益収支

留保資金 10.5億円 13.4億円
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５．１ フォローアップ 

 

（１）進捗管理 

本計画は、概ね１０年程度の施策を示したものであるが、社会経済情勢等の変

化に応じて、ＰＤＣＡサイクルにより、継続的に見直しを行う。 

 

  

 

 

（２）計画推進方案 

市町や企業といった直接のユーザーをはじめ、県民・団体等との連携強化によ

る事業の推進や、広報広聴活動の充実・強化により、計画の推進を図っていく。 

また、庁内関係部局はもとより、国や関係機関に対しても当該計画の周知を図

り、計画推進のための支援や協力を要請していく。 

 

【事業の計画】

【事業の改善】 【事業の実施】
・未達成目標対処 ・社会経済情勢
・経営環境の変化 ・使用者ニーズ
・新たなニーズ把握 ・県行政と連携

【事業の検証】
・進捗状況把握
・事業の成果、効果
・目標達成状況

経営戦略

第 ５ 章 フォローアップ 
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

5
年

度
全

国
平

均

※
令

和
６

年
度

の
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

「
令

和
６

年
度

地
方

公
営

企
業

年
鑑

」
が

未
公

表
に

よ
り

算
出

で
き

な
い

た
め

、
空

欄
に

な
っ

て
い

ま
す

。

全
体

総
括

　
現

在
の

経
営

状
況

は
概

ね
健

全
で

、
効

率
的

な
経

営
を

行
っ

て
い

る
と

判
断

で
き

る
。

　
今

後
は

老
朽

化
対

策
に

伴
う

更
新

需
要

の
増

大
や

施
設

・
管

路
の

維
持

修
繕

に
加

え
、

施
設

や
管

路
の

耐
震

化
が

予
定

さ
れ

て
い

る
が

、
物

価
高

騰
や

人
件

費
高

騰
の

影
響

も
相

ま
っ

て
、

多
額

の
費

用
負

担
が

見
込

ま
れ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

こ
れ

ら
に

見
合

う
料

金
収

入
の

確
保

お
よ

び
施

設
・

設
備

の
長

寿
命

化
、

経
費

節
減

に
努

め
、

よ
り

一
層

経
営

の
健

全
化

・
効

率
化

に
努

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

2
. 

老
朽

化
の

状
況

に
つ

い
て

　
給

水
開

始
か

ら
５

０
年

近
く

経
過

す
る

施
設

で
あ

る
た

め
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

値
と

比
べ

て
高

く
、

施
設

の
老

朽
化

の
度

合
い

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・

診
断

・
修

繕
・

更
新

等
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
、

長
寿

命
化

を
図

り
設

備
投

資
の

抑
制

や
平

準
化

な
ど

、
中

長
期

的
な

視
点

で
計

画
的

に
進

め
て

い
る

。
　

公
営

企
業

経
営

戦
略

に
お

い
て

、
計

画
的

か
つ

効
率

的
な

更
新

計
画

を
設

定
し

、
老

朽
化

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
「

料
金

水
準

の
適

切
性

」
「

費
用

の
効

率
性

」
「

施
設

の
効

率
性

」
「

契
約

の
状

況
」

2
. 

老
朽

化
の

状
況

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・

耐
震

化
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
契

約
水

量
は

ほ
ぼ

横
ば

い
で

安
定

し
て

お
り

、
現

在
配

水
能

力
に

対
す

る
施

設
利

用
率

や
契

約
率

が
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
経

常
収

支
比

率
は

令
和

５
年

度
に

は
類

似
団

体
平

均
値

を
若

干
下

回
っ

た
も

の
の

、
料

金
回

収
率

は
１

０
０

％
以

上
を

維
持

し
て

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

。
ま

た
、

累
積

欠
損

金
比

率
も

０
％

を
維

持
し

て
い

る
。

　
流

動
比

率
は

、
預

り
金

や
未

払
い

金
の

増
減

に
よ

り
変

動
は

見
ら

れ
る

が
、

１
０

０
％

以
上

を
確

保
し

、
類

似
団

体
平

均
値

を
大

き
く

上
回

っ
て

い
る

。
　

企
業

債
に

つ
い

て
は

、
償

還
に

よ
り

残
高

が
無

い
た

め
、

企
業

債
残

高
対

給
水

収
益

比
率

は
０

％
と

な
っ

て
い

る
。

　
今

後
も

引
き

続
き

経
営

の
健

全
化

、
効

率
化

に
努

め
て

い
く

。

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

自
己

資
本

構
成

比
率

(％
)

管
理

者
の

情
報

分
析

欄

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

に
つ

い
て

4
0

,0
0

0
4

0
,0

0
0

8
,2

6
2

－

-
9

3
.2

3
非

設
置

【
】

資
金

不
足

比
率

(％
)

3
0

,6
7

0
県

営
第

一
工

業
用

水
道

事
業

中
規

模
■

法
適

用
工

業
用

水
道

事
業

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

6
年

度
決

算
）

福
井

県

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
配

水
能

力
（

計
画

）
（

㎥
/日

）
配

水
能

力
（

現
在

）
（

㎥
/日

）
年

間
総

配
水

量
（

千
㎥

）
契

約
水

量
（

㎥
/日

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
5

3
.8

6
7

5
.1

7
1

6
4

.9
5

1
2

4
.7

4

0
.0

0

5
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
5

0
.0

0

2
0

0
.0

0

②
累

積
欠

損
金

比
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
1

2
3

.6
5

1
2

5
.2

3
1

2
0

.0
9

1
1

0
.7

1
1

2
4
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1

平
均

値
1

1
5

.3
8

1
1

3
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3
1

1
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1
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2
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5
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1
5
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0

①
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収
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比

率
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.
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均
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6
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③
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）
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④
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業
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収
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1
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3
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1
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収
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2

6
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7
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7
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2

4
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0
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1
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0
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0

4
0
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0

⑥
給

水
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価
（

円
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
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該

値
6

2
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6

1
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1
5

9
.9

5
5

8
.5

1
5

6
.5

9
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均

値
4

0
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4

0
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4

1
.5

8
4

2
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7

0
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0

2
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0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

⑦
施

設
利

用
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
7

6
.4

3
7

6
.4

3
7

6
.4

3
7

6
.6

8
7

6
.6

8

平
均

値
6

1
.9

9
6

2
.2

6
6

3
.8

1
6

5
.9

4

0
.0

0

2
0

.0
0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

1
0

0
.0

0

⑧
契

約
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
5

6
.3

8
5

8
.4

8
6

0
.4

4
6

2
.5

7
6

4
.7

9

平
均

値
5

7
.6

3
5

8
.1

3
5

9
.8

7
5

6
.7

4

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
9

0
.4

4
9

0
.4

4
9

0
.3

1
9

0
.3

1
9

0
.3

1

平
均

値
5

2
.3

5
5

3
.6
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5

6
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5

4
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3

0
.0

0

2
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0

4
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.0
0

6
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0
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0

.0
0

1
0

0
.0

0

②
管

路
経

年
化

率
（

％
）
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該
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均
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0
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0
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0
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0
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0
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0

③
管

路
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新
率
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％

）
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1

1
2
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】
【

2
5

4
.6

2
】

【
1

0
6

.7
6

】
【

2
4

.3
5

】
【

4
2

.6
7

】
【

6
5

.9
4

】
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【
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】
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

5
年

度
全

国
平

均

※
令

和
６

年
度

の
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

「
令

和
６

年
度

地
方

公
営

企
業

年
鑑

」
が

未
公

表
に

よ
り

算
出

で
き

な
い

た
め

、
空

欄
に

な
っ

て
い

ま
す

。

2
. 

老
朽

化
の

状
況

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

全
体

総
括

　
現

在
の

経
営

状
況

は
概

ね
健

全
で

、
効

率
的

な
経

営
を

行
っ

て
い

る
と

判
断

で
き

る
。

　
今

後
は

老
朽

化
対

策
に

伴
う

更
新

需
要

の
増

大
や

施
設

・
管

路
の

維
持

修
繕

に
加

え
、

沈
殿

池
増

設
工

事
お

よ
び

施
設

・
管

路
の

耐
震

化
や

新
た

な
井

戸
工

事
等

が
予

定
さ

れ
て

い
る

が
、

物
価

高
騰

や
人

件
費

高
騰

の
影

響
も

相
ま

っ
て

、
多

額
の

費
用

負
担

が
見

込
ま

れ
る

。
　

そ
の

た
め

、
こ

れ
ら

に
見

合
う

料
金

収
入

の
確

保
お

よ
び

施
設

・
設

備
の

長
寿

命
化

、
経

費
節

減
に

努
め

、
よ

り
一

層
経

営
の

健
全

化
・

効
率

化
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
契

約
の

状
況

」

2
. 

老
朽

化
の

状
況

に
つ

い
て

　
給

水
開

始
か

ら
５

０
年

近
く

経
過

す
る

施
設

で
あ

る
た

め
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

値
と

比
べ

て
高

く
、

施
設

の
老

朽
化

の
度

合
い

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・

診
断

・
修

繕
・

更
新

等
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
、

長
寿

命
化

を
図

り
設

備
投

資
の

抑
制

や
平

準
化

な
ど

、
中

長
期

的
な

視
点

で
計

画
的

に
進

め
て

い
る

。
　

公
営

企
業

経
営

戦
略

に
お

い
て

、
計

画
的

か
つ

効
率

的
な

更
新

計
画

を
設

定
し

、
老

朽
化

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

【
】

分
析

欄

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

に
つ

い
て

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・

耐
震

化
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
契

約
水

量
は

、
企

業
の

新
規

立
地

や
増

設
に

よ
り

緩
や

か
に

増
加

傾
向

と
な

っ
て

お
り

、
施

設
利

用
率

や
契

約
率

は
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
経

常
収

支
比

率
お

よ
び

料
金

回
収

率
と

も
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
お

り
、

累
積

欠
損

金
比

率
も

０
％

を
維

持
し

て
い

る
が

、
給

水
原

価
は

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

。
　

流
動

比
率

は
、

預
り

金
や

未
払

い
金

の
増

減
に

よ
り

変
動

は
見

ら
れ

る
が

、
１

０
０

％
以

上
を

確
保

し
、

類
似

団
体

平
均

値
を

大
き

く
上

回
っ

て
い

る
。

　
企

業
債

に
つ

い
て

は
、

残
高

が
無

い
た

め
、

企
業

債
残

高
対

給
水

収
益

比
率

は
０

％
と

な
っ

て
い

る
。

　
今

後
も

引
き

続
き

経
営

の
健

全
化

、
効

率
化

に
努

め
て

い
く

。

-
5

3
.3

4
非

設
置

資
金

不
足

比
率

(％
)

自
己

資
本

構
成

比
率

(％
)

■
中

規
模

－
管

理
者

の
情

報

法
適

用
工

業
用

水
道

事
業

福
井

臨
海

工
業

用
水

道
事

業
1

0
0

,0
0

0
4

6
,0

0
0

8
,9

5
0

3
5

,0
1

9

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

6
年

度
決

算
）

福
井

県

類
似

団
体

区
分

配
水

能
力

（
計

画
）

（
㎥

/日
）

配
水

能
力

（
現

在
）

（
㎥

/日
）

年
間

総
配

水
量

（
千

㎥
）

契
約

水
量

（
㎥

/日
）

業
務

名
業

種
名

事
業

名

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
1

1
5

.8
7

1
1

6
.6

5
1

2
2

.3
6

1
3

1
.4

1
1

2
9

.0
1

平
均

値
1

1
5

.3
8

1
1

3
.5

3
1

1
1

.0
3

1
1

2
.4

5

0
.0

0

5
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
5

0
.0

0

①
経

常
収

支
比

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
5

3
.8

6
7

5
.1

7
1

6
4

.9
5

1
2

4
.7

4

0
.0

0

5
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
5

0
.0

0

2
0

0
.0

0

②
累

積
欠

損
金

比
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
1

,4
2

6
.

1
,9

8
9

.
2

,1
6

5
.

1
,7

6
2

.
1

,5
8

9
.

平
均

値
6

3
8

.3
5

5
2

1
.3

6
5

4
9

.6
7

5
9

9
.1

0

0
.0

0

1
,0

0
0

.0
0

2
,0

0
0

.0
0

3
,0

0
0

.0
0

③
流

動
比

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
2

1
4

.2
0

2
4

2
.3

2
2

5
6

.4
0

2
5

4
.6

2

0
.0

0

1
0

0
.0

0

2
0

0
.0

0

3
0

0
.0

0

4
0

0
.0

0

④
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
1

1
5

.3
4

1
1

7
.1

9
1

2
1

.9
8

1
3

1
.7

1
1

2
8

.8
6

平
均

値
1

0
3

.0
6

1
0

0
.7

4
9

5
.6

7
1

0
6

.7
6

0
.0

0

5
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
5

0
.0

0

⑤
料

金
回

収
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
4

4
.3

3
4

1
.2

6
4

4
.1

1
3

9
.6

2
4

1
.8

1

平
均

値
2

6
.9

2
2

7
.3

3
2

7
.2

5
2

4
.3

5

0
.0

0

1
0

.0
0

2
0

.0
0

3
0

.0
0

4
0

.0
0

5
0

.0
0

⑥
給

水
原

価
（

円
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
4

9
.7

2
5

4
.9

4
5

3
.9

1
5

5
.0

0
5

3
.3

1

平
均

値
4

0
.2

9
4

0
.4

1
4

1
.5

8
4

2
.6

7

0
.0

0

2
0

.0
0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

⑦
施

設
利

用
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
7

3
.0

1
7

4
.8

6
7

7
.4

6
7

5
.8

8
7

6
.1

3

平
均

値
6

1
.9

9
6

2
.2

6
6

3
.8

1
6

5
.9

4

0
.0

0

2
0

.0
0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

1
0

0
.0

0

⑧
契

約
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
6

5
.0

7
6

7
.4

1
6

9
.2

8
7

1
.3

8
7

3
.1

3

平
均

値
5

7
.6

3
5

8
.1

3
5

9
.8

7
5

6
.7

4

0
.0

0

2
0

.0
0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

3
3

.1
2

3
3

.1
2

5
2

.0
3

5
1

.3
6

平
均

値
5

2
.3

5
5

3
.6

9
5

6
.5

9
5

4
.7

3

0
.0

0

2
0

.0
0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

②
管

路
経

年
化

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
0

.2
4

0
.2

2
0

.2
4

0
.5

2

0
.0

0

0
.1

0

0
.2

0

0
.3

0

0
.4

0

0
.5

0

0
.6

0

③
管

路
更

新
率

（
％

）

【
1

1
2

.4
5

】
【

1
2

4
.7

4
】

【
5

9
9

.1
0

】
【

2
5

4
.6

2
】

【
1

0
6

.7
6

】
【

2
4

.3
5

】
【

4
2

.6
7

】
【

6
5

.9
4

】

【
5

6
.7

4
】

【
5

4
.7

3
】

【
0

.5
2

】
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

5
年

度
全

国
平

均

※
令

和
６

年
度

の
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

「
令

和
６

年
度

地
方

公
営

企
業

年
鑑

」
が

未
公

表
に

よ
り

算
出

で
き

な
い

た
め

、
空

欄
に

な
っ

て
い

ま
す

。

年
間

総
配

水
量

（
千

㎥
）

坂
井

地
区

水
道

用
水

供
給

事
業

B
■ － 【
】

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

に
つ

い
て

法
適

用
水

道
事

業
4

4
,1

7
5

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

6
年

度
決

算
）

福
井

県

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
契

約
水

量
（

㎥
/日

）

4
4

,1
7

5
1

3
,4

5
8

4
4

,1
7

5

配
水

能
力

（
計

画
）

（
㎥

/日
）

配
水

能
力

（
現

在
）

（
㎥

/日
）

資
金

不
足

比
率

(％
)

自
己

資
本

構
成

比
率

(％
)

管
理

者
所

の
情

報

分
析

欄

-
9

1
.8

6
非

設
置

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・

耐
震

化
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
受

水
計

画
に

基
づ

く
契

約
水

量
の

全
量

を
供

給
し

、
現

在
の

供
給

能
力

に
対

す
る

施
設

利
用

率
は

類
似

団
体

平
均

を
上

回
っ

て
お

り
、

有
収

率
も

１
０

０
％

を
維

持
し

て
い

る
。

　
料

金
回

収
率

は
類

似
団

体
平

均
値

を
下

回
っ

て
い

る
も

の
の

、
経

常
収

支
比

率
と

と
も

に
健

全
経

営
の

水
準

と
さ

れ
る

１
０

０
％

を
上

回
っ

て
お

り
、

累
積

欠
損

金
比

率
も

０
％

を
維

持
し

て
い

る
。

　
流

動
比

率
は

、
預

り
金

や
未

払
い

金
の

増
減

に
よ

り
変

動
は

見
ら

れ
る

が
、

１
０

０
％

以
上

を
確

保
し

、
類

似
団

体
平

均
値

を
大

き
く

上
回

っ
て

い
る

。
　

企
業

債
に

つ
い

て
は

、
令

和
５

年
度

で
償

還
を

終
え

、
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
は

０
％

と
な

っ
た

。
　

今
後

も
引

き
続

き
経

営
の

健
全

化
、

効
率

化
に

努
め

て
い

く
。

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

2
. 

老
朽

化
の

状
況

に
つ

い
て

　
給

水
開

始
か

ら
３

７
年

経
過

し
た

施
設

で
あ

る
が

、
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

は
類

似
団

体
平

均
値

に
比

べ
て

低
く

、
施

設
の

老
朽

化
の

度
合

い
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・

診
断

・
修

繕
・

更
新

等
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
、

長
寿

命
化

を
図

り
設

備
投

資
の

抑
制

や
平

準
化

な
ど

、
中

長
期

的
な

視
点

で
計

画
的

に
進

め
て

い
る

。
　

公
営

企
業

経
営

戦
略

に
お

い
て

、
計

画
的

か
つ

効
率

的
な

更
新

計
画

を
設

定
し

、
老

朽
化

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
契

約
の

状
況

」

2
. 

老
朽

化
の

状
況

全
体

総
括

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

　
契

約
水

量
を

確
実

に
供

給
し

て
お

り
、

現
在

の
経

営
状

況
は

概
ね

健
全

で
、

効
率

的
な

経
営

を
行

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
る

。
　

今
後

は
老

朽
化

対
策

に
伴

う
更

新
需

要
の

増
大

や
施

設
・

管
路

の
維

持
修

繕
に

加
え

、
施

設
・

管
路

の
耐

震
化

が
予

定
さ

れ
て

い
る

が
、

物
価

高
騰

や
人

件
費

高
騰

の
影

響
も

相
ま

っ
て

、
多

額
の

費
用

負
担

が
見

込
ま

れ
る

。
　

そ
の

た
め

、
こ

れ
ら

に
見

合
う

料
金

収
入

の
確

保
お

よ
び

経
費

節
減

に
努

め
、

よ
り

一
層

経
営

の
健

全
化

・
効

率
化

に
努

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

5
年

度
全

国
平

均

※
令

和
６

年
度

の
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

「
令

和
６

年
度

地
方

公
営

企
業

年
鑑

」
が

未
公

表
に

よ
り

算
出

で
き

な
い

た
め

、
空

欄
に

な
っ

て
い

ま
す

。

分
析

欄
1

. 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・

耐
震

化
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
受

水
計

画
に

基
づ

く
契

約
水

量
を

供
給

し
て

お
り

、
現

在
の

供
給

能
力

に
対

す
る

施
設

利
用

率
は

類
似

団
体

平
均

を
大

き
く

上
回

っ
て

お
り

、
有

収
率

も
１

０
０

％
を

維
持

し
て

い
る

。
　

経
常

収
支

比
率

お
よ

び
料

金
回

収
率

と
も

類
似

団
体

の
平

均
値

と
同

程
度

で
推

移
し

て
お

り
、

累
積

欠
損

金
比

率
も

０
％

を
維

持
し

て
い

る
。

給
水

原
価

は
類

似
団

体
平

均
値

を
若

干
上

回
っ

て
い

る
。

　
流

動
比

率
は

、
預

り
金

や
未

払
い

金
の

増
減

に
よ

り
変

動
は

見
ら

れ
る

が
、

１
０

０
％

以
上

を
確

保
し

、
類

似
団

体
平

均
値

を
大

き
く

上
回

っ
て

い
る

。
　

企
業

債
に

つ
い

て
は

、
順

調
な

償
還

に
よ

り
残

高
は

減
少

し
て

お
り

、
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
は

順
調

に
推

移
し

て
い

る
。

　
今

後
も

引
き

続
き

経
営

の
健

全
化

、
効

率
化

に
努

め
て

い
く

。

全
体

総
括

配
水

能
力

（
計

画
）

（
㎥

/日
）

配
水

能
力

（
現

在
）

（
㎥

/日
）

年
間

総
配

水
量

（
千

㎥
）

契
約

水
量

（
㎥

/日
）

5
1

,9
0

0
5

1
,9

0
0

1
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,9
9

8
5

1
,9

0
0

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

6
年

度
決

算
）

福
井

県

類
似

団
体

区
分

非
設

置

資
金

不
足

比
率

(％
)

自
己

資
本

構
成

比
率

(％
)

■
B

－

業
務

名
業

種
名

事
業

名

管
理

者
所

の
情

報

法
適

用
水

道
事

業
日

野
川

地
区

水
道

用
水

供
給

事
業

「
契

約
の

状
況

」

-
8

3
.2

1

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

【
】

2
. 

老
朽

化
の

状
況

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

2
. 

老
朽

化
の

状
況

に
つ

い
て

　
平

成
１

８
年

度
の

給
水

開
始

か
ら

１
９

年
を

経
過

し
た

比
較

的
新

し
い

施
設

で
あ

る
た

め
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

値
に

比
べ

低
く

、
施

設
の

老
朽

化
の

度
合

は
高

く
な

い
。

　
老

朽
化

対
策

に
つ

い
て

は
、

機
能

維
持

や
安

全
性

確
保

の
た

め
、

点
検

・
診

断
・

修
繕

・
更

新
等

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
サ

イ
ク

ル
に

よ
り

、
長

寿
命

化
を

図
り

設
備

投
資

の
抑

制
や

平
準

化
な

ど
、

中
長

期
的

な
視

点
で

計
画

的
に

進
め

て
い

る
。

　
公

営
企

業
経

営
戦

略
に

お
い

て
、

計
画

的
か

つ
効

率
的

な
更

新
計

画
を

設
定

し
、

老
朽

化
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

「
債

務
残

高
」

　
契

約
水

量
を

確
実

に
供

給
し

て
お

り
、

現
在

の
経

営
状

況
は

概
ね

健
全

で
、

効
率

的
な

経
営

を
行

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
る

。
　

今
後

は
老

朽
化

対
策

に
伴

う
更

新
需

要
の

増
大

や
施

設
・

管
路

の
維

持
修

繕
が

予
定

さ
れ

て
い

る
が

、
物

価
高

騰
や

人
件

費
高

騰
の

影
響

も
相

ま
っ

て
、

多
額

の
費

用
負

担
が

見
込

ま
れ

る
。

　
そ

の
た

め
、

こ
れ

ら
に

見
合

う
料

金
収

入
の

確
保

お
よ

び
経

費
節

減
に

努
め

、
よ

り
一

層
経

営
の

健
全

化
・

効
率

化
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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1
0

0
.0

0

⑥
給

水
原

価
（

円
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
9

9
.0

3
9

8
.0

4
9

6
.3

1
9

4
.9

5
9

5
.0

1

平
均

値
6

2
.2

6
6

2
.2

2
6

1
.4

5
6

1
.6

3

0
.0

0

2
0

.0
0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
2

0
.0

0

⑦
施

設
利

用
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
1

0
0

.0
0

1
0

0
.0

0
1

0
0

.0
0

1
0

0
.0

0
1

0
0

.0
0

平
均

値
1

0
0

.1
6

1
0

0
.2

8
1

0
0

.2
9

1
0

0
.3

6

8
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
2

0
.0

0
⑧

有
収

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
3

9
.4

6
4

1
.7

1
4

4
.4

7
4

5
.5

2
4

6
.9

6

平
均

値
5

7
.5

0
5

8
.5

2
5

9
.5

1
6

0
.2

4

0
.0

0

1
0

.0
0

2
0

.0
0

3
0

.0
0

4
0

.0
0

5
0

.0
0

6
0

.0
0

7
0

.0
0

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
3

0
.3

0
3

1
.7

4
3

2
.3

8
3

4
.4

8

0
.0

0

1
0

.0
0

2
0

.0
0

3
0

.0
0

4
0

.0
0

②
管

路
経

年
化

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
0

.3
2

0
.2

8
0

.4
0

0
.2

7

0
.0

0

0
.1

0

0
.2

0

0
.3

0

0
.4

0

0
.5

0

③
管

路
更

新
率

（
％

）

【
1

0
8

.9
3

】
【

8
.4

8
】

【
3

0
3

.1
0

】
【

2
1

0
.8

3
】

【
1

0
7

.7
0

【
7

6
.2

5
】

【
6

1
.6

3
】

【
1

0
0

.3
6

【
6

0
.2

4
】

【
3

4
.4

8
】

【
0

.2
7

】
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

5
年

度
全

国
平

均

※
令

和
６

年
度

の
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

「
令

和
６

年
度

地
方

公
営

企
業

年
鑑

」
が

未
公

表
に

よ
り

算
出

で
き

な
い

た
め

、
空

欄
に

な
っ

て
い

ま
す

。

1
7

9
.5

4

処
理

区
域

内
人

口
(人

)
処

理
区

域
面

積
(k

m
2
)

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(人

/k
m

2
)

4
,1

3
7

7
.7

6
5

3
3

.1
2

■

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

全
体

総
括

　
現

在
の

経
営

状
況

は
健

全
で

効
率

的
な

経
営

を
行

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
る

。
　

当
事

業
は

供
用

開
始

か
ら

３
２

年
が

経
過

し
、

塩
害

や
工

場
排

水
の

腐
食

成
分

な
ど

に
よ

る
腐

食
が

進
行

し
て

お
り

、
今

後
は

老
朽

化
対

策
に

伴
う

更
新

需
要

の
増

大
や

施
設

・
管

路
の

維
持

修
繕

に
加

え
、

施
設

・
管

路
の

耐
震

化
が

予
定

さ
れ

て
い

る
が

、
物

価
高

騰
や

人
件

費
高

騰
の

影
響

も
相

ま
っ

て
、

多
額

の
費

用
負

担
が

見
込

ま
れ

る
。

　
そ

の
た

め
、

こ
れ

ら
に

見
合

う
料

金
収

入
の

確
保

お
よ

び
経

費
節

減
に

努
め

、
よ

り
一

層
経

営
の

健
全

化
・

効
率

化
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

「
契

約
の

状
況

」

2
. 

老
朽

化
の

状
況

非
設

置

2
. 

老
朽

化
の

状
況

に
つ

い
て

　
供

用
開

始
か

ら
３

２
年

経
過

し
た

施
設

で
あ

る
た

め
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

と
同

程
度

と
な

っ
て

い
る

が
、

管
渠

老
朽

化
率

が
低

い
こ

と
か

ら
、

管
路

以
外

の
施

設
の

老
朽

化
の

度
合

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・

診
断

・
修

繕
・

更
新

等
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
、

長
寿

命
化

を
図

り
設

備
投

資
の

抑
制

や
平

準
化

な
ど

、
中

長
期

的
な

視
点

で
計

画
的

に
進

め
て

い
る

。
　

公
営

企
業

経
営

戦
略

に
お

い
て

、
計

画
的

か
つ

効
率

的
な

更
新

計
画

を
設

定
し

、
老

朽
化

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

【
】

分
析

欄

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

1
. 

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

に
つ

い
て

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・

耐
震

化
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
経

常
収

支
比

率
お

よ
び

経
費

回
収

率
は

、
類

似
団

体
平

均
値

を
常

に
上

回
っ

て
お

り
、

累
積

欠
損

金
比

率
も

０
％

を
維

持
し

て
い

る
。

な
お

、
汚

水
処

理
原

価
は

、
工

場
排

水
を

対
象

と
し

、
生

物
処

理
に

加
え

て
ろ

過
設

備
や

活
性

炭
吸

着
設

備
に

よ
る

処
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
流

動
比

率
は

、
預

り
金

や
未

払
金

の
増

減
に

よ
り

変
動

は
見

ら
れ

る
が

、
１

０
０

％
以

上
を

確
保

し
、

類
似

団
体

平
均

値
を

大
き

く
上

回
っ

て
い

る
。

　
企

業
債

に
つ

い
て

は
、

残
高

が
無

い
た

め
、

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

は
０

％
と

な
っ

て
い

る
。

　
今

後
も

引
き

続
き

経
営

の
健

全
化

、
効

率
化

に
努

め
て

い
く

。

-
9

6
.9

1

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

資
金

不
足

比
率

(％
)

自
己

資
本

構
成

比
率

(％
)

－

－
管

理
者

の
情

報

法
適

用
下

水
道

事
業

特
定

公
共

下
水

道
7

5
2

,3
9

0
4

,1
9

0
.5

4

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

6
年

度
決

算
）

福
井

県

類
似

団
体

区
分

業
務

名
業

種
名

事
業

名
人

口
（

人
）

面
積

(k
m

2
)

人
口

密
度

(人
/k

m
2
)

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
1

1
5

.0
5

1
1

7
.9

4
1

0
9

.2
9

1
1

0
.5

1
1

0
6

.8
6

平
均

値
1

0
3

.1
1

1
0

3
.6

2
1

0
0

.5
3

1
0

4
.1

8

0
.0

0

5
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
5

0
.0

0

①
経

常
収

支
比

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
2

7
0

.9
5

2
6

0
.2

3
2

6
9

.0
8

2
5

9
.6

1

0
.0

0

1
0

0
.0

0

2
0

0
.0

0

3
0

0
.0

0

②
累

積
欠

損
金

比
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
5

6
4

.0
5

2
2

9
.2

6
1

,6
2

1
.

1
,5

8
3

.
2

,3
4

1
.

平
均

値
3

3
3

.8
7

2
7

4
.6

6
2

9
4

.4
0

2
5

0
.6

9

0
.0

0

5
0

0
.0

0

1
,0

0
0

.0
0

1
,5

0
0

.0
0

2
,0

0
0

.0
0

③
流

動
比

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
1

8
5

.8
6

1
8

4
.6

7
2

2
2

.5
1

2
8

1
.2

2

0
.0

0

1
0

0
.0

0

2
0

0
.0

0

3
0

0
.0

0

④
企

業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
1

1
7

.0
9

1
2

4
.0

2
1

1
1

.5
0

1
1

3
.3

6
1

0
7

.6
9

平
均

値
9

2
.2

0
9

1
.6

8
8

8
.5

4
9

2
.7

6

0
.0

0

5
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
5

0
.0

0

⑤
経

費
回

収
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
1

3
0

.1
5

1
1

6
.8

1
1

3
1

.9
0

1
2

5
.0

2
1

3
5

.5
7

平
均

値
7

5
.4

1
7

5
.7

1
7

8
.3

1
3

8
.4

1

0
.0

0

5
0

.0
0

1
0

0
.0

0

1
5

0
.0

0

⑥
汚

水
処

理
原

価
（

円
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
5

4
.4

0
6

5
.8

0
5

1
.5

2
5

2
.2

9
5

0
.4

1

平
均

値
1

2
.4

6
1

2
.6

0
1

2
.7

0
6

8
.7

1

0
.0

0

2
0

.0
0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

⑦
施

設
利

用
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
0

.5
2

0
.6

6
0

.6
2

0
.6

1

0
.0

0

0
.2

5

0
.5

0

0
.7

5

1
.0

0

⑧
水

洗
化

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
4

5
.1

3
4

6
.6

2
4

4
.8

0
4

7
.6

9
5

0
.5

2

平
均

値
4

7
.0

4
4

8
.7

7
5

0
.1

4
6

0
.6

7

0
.0

0

2
0

.0
0

4
0

.0
0

6
0

.0
0

8
0

.0
0

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

（
％

）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
4

.4
4

5
.5

1
6

.0
5

6
.1

1

0
.0

0

2
.0

0

4
.0

0

6
.0

0

8
.0

0

②
管

渠
老

朽
化

率
（

％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該

値
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

0
.0

0
0

.0
0

平
均

値
0

.1
7

0
.3

4
0

.0
0

0
.1

0

0
.0

0

0
.1

0

0
.2

0

0
.3

0

0
.4

0

③
管

渠
改

善
率

（
％

）

【
1

0
4

.1
8

】
【

2
5

9
.6

1
】

【
2

5
0

.6
9

】
【

2
8

1
.2

2
】

【
9

2
.7

6
】

【
3

8
.4

1
】

【
6

8
.7

1
】

【
0

.6
1

】

【
6

0
.6

7
】

【
6

.1
1

】
【

0
.1

0
】

37



福
井
県

グ
ラ
フ
凡
例

■
当
該
団
体
値
（
当
該
値
）

－
類
似
団
体
平
均
値
（
平
均
値
）

【
】

令
和
5
年
度
全
国
平
均

1
.　
事
業
の
収
益
性
（
損
益
に
関
す
る
比
率
）

※
　
令
和
６
年
度
の
各
指
標
の
類
似
団
体
平
均
値
は
、
「
令
和
６
年
度
地
方
公
営
企
業
年
鑑
」
が
未
公
表
に
よ
り
算
出
で
き
な
い
た
め
、
空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
財
務
の
健
全
性
」

「
支
払
能
力
」

「
資
金
の
安
定
度
」

2
.　
財
務
の
健
全
性
（
構
成
比
率
）

全
体
総
括

　
近
年
は
毎
年
１
区
画
程
度
を
売
却
し
て
お
り
、
現
在
の
経
営

状
況
は
概
ね
健
全
で
効
率
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
と
判
断
で

き
る
。

　
今
後
は
、
未
売
却
地
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新

た
な
産
業
用
地
の
拡
充
工
事
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

※
造
成
会
計
の
経
営
分
析
に
つ
い
て

　
工
業
団
地
全
体
を
1
区
画
と
し
て
造
成
終
了
ま
で
精
算
し
な

い
た
め
、
売
却
済
土
地
が
仮
勘
定
に
含
ま
れ
固
定
資
産
勘
定
が

膨
ら
ん
で
お
り
、
損
益
も
売
却
す
る
区
画
に
よ
り
変
動
す
る
こ

と
か
ら
、
単
純
に
類
似
団
体
と
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
。

　
造
成
終
了
時
に
精
算
す
る
ま
で
の
多
額
の
造
成
費
等
を
固
定

資
産
に
、
売
却
済
土
地
代
等
を
負
債
に
計
上
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
自
己
資
本
構
成
比
率
は
類
似
団
体
平
均
値
や
一

般
的
な
目
安
と
な
る
3
0
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
固
定

資
産
対
長
期
資
本
比
率
は
類
似
団
体
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る

も
の
の
、
一
般
的
に
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
1
0
0
％
以
下
に
は
維

持
し
て
お
り
、
財
務
の
健
全
性
に
問
題
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な

い
。
　
流
動
比
率
は
高
く
、
1
0
0
％
以
上
を
確
保
し
、
類
似
団
体
平

均
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
近
年
は
毎
年
１
区
画
程
度
着
実
に
売
却
し
て
お
り
、
産
業
用

地
の
売
却
率
は
、
令
和
６
度
末
現
在
、
計
画
面
積
比
9
3
.1
％

（
整
備
済
面
積
比
9
8
.1
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
総
収
支
比
率
や
営
業
収
支
比
率
は
、
類
似
団
体
平
均
値
を
下

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
1
0
0
％
以
上
を
維
持
し
て
い
る
。

「
全
体
の
損
益
」

「
収
益
力
」

「
営
業
損
益
」

法
適
用

造
成
事
業
会
計

分
析
欄

業
種
名

9
8
.1
%

管
理
者
の
情
報

非
設
置

経
営
比
較
分
析
表
（
令
和
6
年
度
決
算
）

１
　
事
業
の
収
益
性

２
　
財
務
の
健
全
性

7
2
社

宅
地
造
成
事
業
（
臨
海
土
地
造
成
）

昭
和
4
7
年
～

宅
地
造
成
（
臨
海
）

進
出
企
業

産
業
用
地
売
却
率

事
業
名

造
成
開
始

類
似
団
体
区
分

業
務
名

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該
値

1
1
0
.8
3

1
3
5
.9
3

1
2
3
.0
3

1
2
1
.8
1

1
2
1
.3
9

平
均
値

1
7
7
.6
8

1
7
5
.9
7

1
4
9
.6
2

1
4
9
.1
6

0
.0
0

5
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
5
0
.0
0

2
0
0
.0
0

①
総
収
支
比
率
（
％
）

【
1
4
9
.1
6
】

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該
値

8
2
.7
2

1
3
4
.2
8

1
2
2
.5
5

1
1
9
.4
8

1
1
9
.3
3

平
均
値

2
0
5
.1
1

1
8
9
.4
1

1
5
1
.3
7

1
2
8
.8
4

0
.0
0

5
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
5
0
.0
0

2
0
0
.0
0

2
5
0
.0
0

②
営
業
収
支
比
率
（
％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該
値

0
.0
0

0
.0
1

0
.0
2

0
.0
0

0
.0
1

平
均
値

0
.2
2

0
.5
4

0
.3
0

0
.1
0

0
.0
0

0
.1
0

0
.2
0

0
.3
0

0
.4
0

0
.5
0

0
.6
0

③
総
資
本
利
益
率

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該
値

3
.3
2

3
.3
7

3
.4
5

3
.4
6

3
.5
0

平
均
値

5
6
.2
3

5
6
.0
8

5
7
.7
3

5
7
.8
7

0
.0
0

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

7
0
.0
0

④
自
己
資
本
構
成
比
率
（
％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該
値

9
7
.8
5

9
8
.1
0

9
7
.7
0

9
7
.9
3

9
8
.0
8

平
均
値

4
2
.8
1

4
6
.5
1

4
6
.0
0

4
8
.6
7

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

⑤
固
定
資
産
対
長
期
資
本
比
率
（
％
）

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

当
該
値
1
2
2
5
.7
7
1
6
6
5
.8
6
9
1
3
4
.6
3
1
4
6
8
.4
7
9
4
0
.6
5

平
均
値

2
8
7
.1
7

3
7
7
.5
8

4
8
2
.2
9

2
0
9
.2
6

0
.0
0

2
0
0
0
.0
0

4
0
0
0
.0
0

6
0
0
0
.0
0

8
0
0
0
.0
0

1
0
0
0
0
.0
0

⑥
流
動
比
率
（
％
）

【
5
7
.8
7
】

【
4
8
.6
7
】

【
2
0
9
.2
6
】

【
0
.1
0
】

【
1
2
8
.8
4
】
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
第
一
工
水
】

（
単
位
：
千
円
、
税
抜
）

令
和
6
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
決
算
）

１
．

(A
)

2
3
5
,2
8
1

2
3
5
,0
8
6

2
3
5
,0
8
6

2
3
5
,8
8
6

3
2
4
,7
9
8

3
2
4
,7
9
8

3
2
4
,7
9
8

3
2
5
,6
8
7

3
6
9
,5
7
6

3
6
9
,5
7
6

3
6
9
,5
7
6

3
7
0
,5
8
8

3
,2
5
0
,3
6
9

(1
)

2
3
5
,2
8
1

2
3
5
,0
8
6

2
3
5
,0
8
6

2
3
5
,8
8
6

3
2
4
,7
9
8

3
2
4
,7
9
8

3
2
4
,7
9
8

3
2
5
,6
8
7

3
6
9
,5
7
6

3
6
9
,5
7
6

3
6
9
,5
7
6

3
7
0
,5
8
8

3
,2
5
0
,3
6
9

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

6
,6
7
0

8
,4
6
2

8
,0
0
7

1
7
,0
5
8

1
6
,8
0
7

1
9
,5
7
2

1
0
,6
2
4

1
0
,4
6
1

1
6
,3
1
7

1
3
,2
0
0

7
,3
5
9

7
,3
7
1

1
2
6
,7
7
5

(1
)

(2
)

4
,3
0
9

4
,3
0
9

4
,3
0
9

4
,3
0
4

4
,1
2
5

3
,9
4
9

3
,9
5
2

3
,8
2
8

3
,6
7
9

3
,6
8
0

3
,6
8
1

3
,6
8
1

3
9
,1
8
8

(3
)

2
,3
6
1

4
,1
5
3

3
,6
9
8

1
2
,7
5
4

1
2
,6
8
2

1
5
,6
2
3

6
,6
7
2

6
,6
3
3

1
2
,6
3
8

9
,5
2
0

3
,6
7
8

3
,6
9
0

8
7
,5
8
7

(C
)

2
4
1
,9
5
1

2
4
3
,5
4
8

2
4
3
,0
9
3

2
5
2
,9
4
4

3
4
1
,6
0
5

3
4
4
,3
7
0

3
3
5
,4
2
2

3
3
6
,1
4
8

3
8
5
,8
9
3

3
8
2
,7
7
6

3
7
6
,9
3
5

3
7
7
,9
5
9

3
,3
7
7
,1
4
4

１
．

1
9
4
,9
0
3

2
1
6
,6
7
4

2
3
7
,9
5
8

2
2
4
,7
3
7

2
3
9
,8
9
5

2
4
1
,3
2
8

2
5
1
,3
5
6

2
6
4
,7
3
3

2
6
7
,2
1
4

2
7
6
,3
4
1

2
9
4
,9
5
5

2
9
3
,8
1
3

2
,5
9
2
,3
3
0

(1
)

2
1
,5
2
8

2
4
,4
1
9

2
4
,4
1
9

2
4
,6
0
2

2
4
,7
8
7

2
5
,5
5
0

2
5
,7
3
7

2
5
,9
2
6

2
5
,6
8
8

2
5
,8
7
9

2
6
,0
7
2

2
6
,4
6
4

2
5
5
,1
2
4

1
2
,9
5
7

1
3
,2
0
5

1
3
,2
0
5

1
3
,3
0
4

1
3
,4
0
4

1
3
,5
0
4

1
3
,6
0
6

1
3
,7
0
8

1
3
,8
1
0

1
3
,9
1
4

1
4
,0
1
8

1
4
,1
2
4

1
3
6
,5
9
7

7
4
6

5
7
7

5
7
7

5
7
7

1
4
9

1
4
9

1
4
9

3
4
6

2
,5
2
4

7
,8
2
5

1
1
,2
1
4

1
1
,2
1
4

1
1
,2
9
8

1
1
,3
8
3

1
1
,4
6
9

1
1
,5
5
4

1
1
,6
4
1

1
1
,7
2
9

1
1
,8
1
6

1
1
,9
0
5

1
1
,9
9
4

1
1
6
,0
0
3

(2
)

8
7
,5
4
0

1
0
5
,9
6
6

1
1
3
,8
9
5

1
0
4
,1
7
4

1
0
7
,2
4
9

1
0
9
,8
9
4

1
1
3
,6
3
6

1
2
2
,9
2
4

1
1
6
,3
1
7

1
1
7
,7
2
0

1
2
4
,4
8
9

1
2
0
,5
5
2

1
,1
5
0
,8
5
0

2
4
,9
4
8

3
0
,4
3
9

3
3
,2
1
7

3
3
,6
6
3

3
4
,1
1
4

3
4
,5
7
1

3
5
,0
3
4

3
5
,5
0
3

3
5
,9
7
9

3
6
,4
6
1

3
6
,9
5
0

3
7
,4
4
5

3
5
2
,9
3
7

8
,8
0
4

2
1
,6
5
2

2
1
,6
5
2

2
0
,4
6
5

2
2
,8
8
3

2
4
,8
6
3

2
7
,9
2
9

2
8
,5
3
4

2
9
,2
3
4

2
9
,9
3
4

3
0
,6
3
4

3
1
,3
3
4

2
6
7
,4
6
2

5
3
,7
8
8

5
3
,8
7
5

5
9
,0
2
6

5
0
,0
4
6

5
0
,2
5
2

5
0
,4
6
0

5
0
,6
7
3

5
8
,8
8
7

5
1
,1
0
4

5
1
,3
2
5

5
6
,9
0
5

5
1
,7
7
3

5
3
0
,4
5
1

(3
)

8
5
,8
3
5

8
6
,2
8
9

9
9
,6
4
4

9
5
,9
6
1

1
0
7
,8
5
9

1
0
5
,8
8
4

1
1
1
,9
8
3

1
1
5
,8
8
3

1
2
5
,2
0
9

1
3
2
,7
4
2

1
4
4
,3
9
4

1
4
6
,7
9
7

1
,1
8
6
,3
5
6

２
．

3
2

2
,4
0
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

1
4
,4
0
0

(1
)

2
,4
0
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

1
4
,4
0
0

(2
)

3
2

(D
)

1
9
4
,9
3
5

2
1
6
,6
7
4

2
3
7
,9
5
8

2
2
4
,7
3
7

2
3
9
,8
9
5

2
4
1
,3
2
8

2
5
3
,7
5
6

2
6
7
,1
3
3

2
6
9
,6
1
4

2
7
8
,7
4
1

2
9
7
,3
5
5

2
9
6
,2
1
3

2
,6
0
6
,7
3
0

(E
)

4
7
,0
1
6

2
6
,8
7
4

5
,1
3
5

2
8
,2
0
7

1
0
1
,7
1
0

1
0
3
,0
4
2

8
1
,6
6
6

6
9
,0
1
5

1
1
6
,2
7
9

1
0
4
,0
3
5

7
9
,5
8
0

8
1
,7
4
6

7
7
0
,4
1
4

(F
)

(G
)

(H
)

4
7
,0
1
6

2
6
,8
7
4

5
,1
3
5

2
8
,2
0
7

1
0
1
,7
1
0

1
0
3
,0
4
2

8
1
,6
6
6

6
9
,0
1
5

1
1
6
,2
7
9

1
0
4
,0
3
5

7
9
,5
8
0

8
1
,7
4
6

7
7
0
,4
1
4

(I
)

(J
)

1
,2
3
1
,7
3
9

1
,3
3
0
,1
3
3

1
,1
8
5
,1
7
7

7
0
5
,2
2
6

4
3
0
,3
7
5

3
9
6
,6
3
3

4
6
5
,3
4
5

4
1
4
,0
3
7

3
9
6
,3
6
9

3
1
2
,1
2
8

3
9
2
,4
2
1

4
3
2
,5
0
3

6
6
3
,9
8
0

1
,3
0
3
,2
5
9

1
,1
8
0
,0
4
2

6
7
7
,0
2
0

3
2
8
,6
6
5

2
9
3
,5
9
2

3
8
3
,6
7
9

3
4
5
,0
2
2

2
8
0
,0
9
0

2
0
8
,0
9
3

3
1
2
,8
4
1

3
5
0
,7
5
7

5
6
6
,6
0
4

2
6
,8
7
4

5
,1
3
5

2
8
,2
0
7

1
0
1
,7
1
0

1
0
3
,0
4
2

8
1
,6
6
6

6
9
,0
1
5

1
1
6
,2
7
9

1
0
4
,0
3
5

7
9
,5
8
0

8
1
,7
4
6

1
,1
5
5

繰
越
利
益
剰
余
金
又
は
累
積
欠
損
金

当
年
度
純
利
益
（
又
は
純
損
失
）

基
本

給

退
職

給
付

費

長
期

前
受

金
戻

入

支
出

計

経
常

損
益

営
業

費
用

(E
)+
(H
)

(F
)-
(G
)

(C
)-
(D
)

減
価

償
却

費

そ
の

他

１
０
ヶ
年

合
計

収
入

計

他
会
計
補
助
金

特
別

損
失

令
和
１
７
年
度

令
和
８
年
度

令
和
７
年
度

令
和
１
６
年
度

令
和
９
年
度

年
　
　
　
　
　
　
度

そ
の

他

特
別

利
益

収 益 的 収 支

動
力

費

修
繕

費

材
料

費

そ
の

他

特
別

損
益

営
業

収
益

営
業

外
収

益

職
員

給
与

費

そ
の
他
補
助
金

収 益 的 支 出

経
費

収 益 的 収 入

営
業

外
費

用

留
保

資
金

残
高

損
益
勘
定
留
保
資
金

そ
の

他

支
払

利
息

そ
の

他

利
益

剰
余

金

補
助

金

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

令
和
１
４
年
度

令
和
１
５
年
度

令
和
１
０
年
度

令
和
１
１
年
度

令
和
１
２
年
度

令
和
１
３
年
度
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
第
一
工
水
】

（
単
位
：
千
円
、
税
込
）

令
和
6
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
決

算
）

１
．

4
0
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

3
,2
0
0

1
4
,5
2
0

7
1
,6
1
0

1
0
7
,9
1
0

2
5
,7
4
0

2
1
9
,7
8
0

７
．

８
．

９
．

(A
)

3
,2
0
0

1
4
,5
2
0

7
1
,6
1
0

5
0
7
,9
1
0

2
5
,7
4
0

6
1
9
,7
8
0

(B
)

(C
)

3
,2
0
0

1
4
,5
2
0

7
1
,6
1
0

5
0
7
,9
1
0

2
5
,7
4
0

6
1
9
,7
8
0

１
．

2
6
,1
5
4

1
1
,5
0
6

2
6
9
,9
6
9

6
7
4
,3
1
5

5
9
9
,9
3
5

8
1
0
,5
0
0

1
3
3
,0
8
4

2
5
5
,6
1
6

2
8
1
,0
2
4

3
4
9
,0
7
2

1
5
4
,0
0
0

1
8
6
,1
7
3
3
,7
1
3
,6
8
8

6
,4
7
9

2
3
8
,9
0
5

1
4
2
,3
2
2

1
6
4
,4
4
5

1
3
5
,8
7
0

1
3
3
,0
8
4

1
0
1
,6
1
6

1
2
7
,0
2
4

1
9
5
,0
7
2

3
2
,1
7
3
1
,2
7
0
,5
1
1

2
6
,1
5
4

5
,0
2
7

3
1
,0
6
4

5
3
1
,9
9
3

4
3
5
,4
9
0

6
7
4
,6
3
0

1
5
4
,0
0
0

1
5
4
,0
0
0

1
5
4
,0
0
0

1
5
4
,0
0
0

1
5
4
,0
0
0
2
,4
4
3
,1
7
7

２
．

3
8
,9
3
2

3
8
,9
3
2

３
．

４
．

５
．

(D
)

2
6
,1
5
4

1
1
,5
0
6

2
6
9
,9
6
9

6
7
4
,3
1
5

5
9
9
,9
3
5

8
1
0
,5
0
0

1
3
3
,0
8
4

2
5
5
,6
1
6

2
8
1
,0
2
4

3
4
9
,0
7
2

1
5
4
,0
0
0

2
2
5
,1
0
5
3
,7
5
2
,6
2
0

(E
)

2
2
,9
5
4

1
1
,5
0
6

2
6
9
,9
6
9

6
5
9
,7
9
5

5
2
8
,3
2
5

3
0
2
,5
9
0

1
3
3
,0
8
4

2
5
5
,6
1
6

2
8
1
,0
2
4

3
4
9
,0
7
2

1
5
4
,0
0
0

1
9
9
,3
6
5
3
,1
3
2
,8
4
0

１
．

1
0
,4
6
0

2
4
5
,4
2
6

5
9
9
,8
1
4

4
8
0
,2
9
5

2
3
8
,7
1
8

1
2
0
,9
8
6

2
3
2
,3
7
9

2
5
5
,4
7
6

3
1
7
,3
3
8

1
4
0
,0
0
0

1
8
4
,7
8
0
2
,8
1
5
,2
1
2

２
．

2
0
,8
7
5

３
．

４
．

2
,0
7
9

1
,0
4
6

2
4
,5
4
3

5
9
,9
8
1

4
8
,0
3
0

6
3
,8
7
2

1
2
,0
9
8

2
3
,2
3
7

2
5
,5
4
8

3
1
,7
3
4

1
4
,0
0
0

1
4
,5
8
5

3
1
7
,6
2
8

(F
)

2
2
,9
5
4

1
1
,5
0
6

2
6
9
,9
6
9

6
5
9
,7
9
5

5
2
8
,3
2
5

3
0
2
,5
9
0

1
3
3
,0
8
4

2
5
5
,6
1
6

2
8
1
,0
2
4

3
4
9
,0
7
2

1
5
4
,0
0
0

1
9
9
,3
6
5
3
,1
3
2
,8
4
0

(G
)

(H
)

4
0
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

3
6
1
,0
6
8

そ
の

他

令
和
８
年
度

企
業

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（
都
道
府
県
）
補
助
金

純
計

１
０
ヶ
年

合
計

他
会

計
負

担
金

令
和
１
７
年
度

年
　
　
　
　
　
　
度

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

令
和
９
年
度

令
和
１
６
年
度

資 本 的 収 支

(A
)
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
る
支
出
の
財
源
充
当
額

他
会

計
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

(A
)-
(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

繰
越

工
事

資
金

う
ち

職
員

給
与

費

う
ち

耐
震

対
策

費

う
ち

老
朽

化
対

策
費

建
設

改
良

費

損
益

勘
定

留
保

資
金

補 塡 財 源

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

不
足

す
る

額
(D
)-
(C
)

計

そ
の

他

計

補
塡

財
源

不
足

額
(E
)-
(F
)

令
和
７
年
度

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

計

工
事

負
担

金

他
会
計
長
期
借
入
返
還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

令
和
１
５
年
度

令
和
１
０
年
度
令
和
１
１
年
度
令
和
１
２
年
度
令
和
１
３
年
度
令
和
１
４
年
度

40



様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
臨
海
工
水
】

（
単

位
：

千
円

、
税

抜
）

令
和

6
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

１
．

(A
)

4
8

2
,2

2
3

4
7

1
,0

0
7

4
8

3
,3

6
8

4
9

7
,8

8
5

4
9

9
,4

3
4

6
3

5
,5

1
6

6
3

5
,5

9
6

6
3

7
,2

9
9

6
3

7
,5

7
4

6
3

7
,5

7
4

6
3

8
,3

3
9

6
4

3
,3

8
8

5
,9

4
5

,9
7

2

(1
)

4
8

2
,2

2
3

4
7

1
,0

0
7

4
8

3
,3

6
8

4
9

7
,8

8
5

4
9

9
,4

3
4

6
3

5
,5

1
6

6
3

5
,5

9
6

6
3

7
,2

9
9

6
3

7
,5

7
4

6
3

7
,5

7
4

6
3

8
,3

3
9

6
4

3
,3

8
8

5
,9

4
5

,9
7

2

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

2
9

,9
3

6
3

3
,0

8
0

9
8

,5
8

6
2

9
,9

0
9

3
8

,0
1

8
4

1
,2

6
5

3
2

,6
4

8
3

2
,5

1
8

3
8

,5
5

4
3

5
,3

0
3

2
9

,2
7

3
2

7
,8

2
2

4
0

3
,8

9
6

(1
)

(2
)

2
2

,7
7

2
2

6
,8

1
4

2
4

,1
3

2
2

5
,5

5
5

2
4

,7
0

4
2

5
,0

4
0

2
5

,3
4

5
2

5
,3

3
4

2
5

,3
3

4
2

5
,1

7
3

2
5

,0
1

5
2

3
,5

4
9

2
4

9
,1

8
1

(3
)

7
,1

6
4

6
,2

6
6

7
4

,4
5

4
4

,3
5

4
1

3
,3

1
4

1
6

,2
2

5
7

,3
0

3
7

,1
8

4
1

3
,2

2
0

1
0

,1
3

0
4

,2
5

8
4

,2
7

3
1

5
4

,7
1

5

(C
)

5
1

2
,1

5
9

5
0

4
,0

8
7

5
8

1
,9

5
3

5
2

7
,7

9
4

5
3

7
,4

5
1

6
7

6
,7

8
1

6
6

8
,2

4
4

6
6

9
,8

1
8

6
7

6
,1

2
8

6
7

2
,8

7
7

6
6

7
,6

1
2

6
7

1
,2

1
0

6
,3

4
9

,8
6

8

１
．

3
9

6
,7

7
7

4
3

8
,3

6
8

5
0

2
,5

1
7

4
5

2
,6

8
5

4
6

4
,8

0
1

5
0

9
,9

6
0

5
0

2
,4

4
9

5
5

3
,4

8
3

5
5

0
,8

4
6

8
5

1
,6

8
8

5
5

3
,9

0
6

5
4

7
,0

5
4

5
,4

8
9

,3
8

9

(1
)

4
1

,2
5

2
4

4
,1

8
8

4
4

,5
1

9
4

4
,8

5
3

4
5

,1
8

9
4

5
,5

2
8

4
5

,8
7

0
4

6
,2

1
4

4
6

,5
6

0
4

6
,9

1
0

4
7

,2
6

1
4

7
,6

1
6

4
6

0
,5

2
0

2
1

,6
7

9
2

1
,4

7
3

2
2

,1
3

3
2

2
,2

9
9

2
2

,4
6

6
2

2
,6

3
5

2
2

,8
0

4
2

2
,9

7
6

2
3

,1
4

8
2

3
,3

2
1

2
3

,4
9

6
2

3
,6

7
3

2
2

8
,9

5
1

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
,8

6
4

1
8

,6
4

0

1
7

,7
0

9
2

0
,8

5
1

2
0

,5
2

2
2

0
,6

9
0

2
0

,8
5

9
2

1
,0

2
9

2
1

,2
0

2
2

1
,3

7
4

2
1

,5
4

8
2

1
,7

2
5

2
1

,9
0

1
2

2
,0

7
9

2
1

2
,9

2
9

(2
)

1
5

8
,6

1
9

1
9

4
,2

3
4

2
2

7
,2

6
8

2
2

5
,4

9
9

2
2

3
,5

6
8

2
3

4
,7

2
9

2
4

0
,1

7
0

2
4

1
,4

3
5

2
4

1
,2

2
2

5
4

4
,5

1
2

2
4

4
,1

0
6

2
4

1
,1

9
3

2
,6

6
3

,7
0

2

6
2

,6
7

8
8

0
,4

2
0

8
3

,0
7

2
8

6
,5

5
0

8
8

,2
3

1
8

9
,5

8
3

9
0

,7
9

5
9

2
,0

1
1

9
3

,5
4

1
9

4
,7

9
4

9
6

,1
8

2
9

7
,9

9
1

9
1

2
,7

5
0

2
8

,8
8

4
4

6
,7

1
5

4
6

,7
1

5
4

6
,7

1
5

4
6

,7
1

5
4

6
,7

1
5

4
6

,7
1

5
4

6
,7

1
5

4
6

,7
1

5
3

4
6

,7
1

5
4

6
,7

1
5

4
6

,7
1

5
7

6
7

,1
5

0

6
7

,0
5

7
6

7
,0

9
9

9
7

,4
8

1
9

2
,2

3
4

8
8

,6
2

2
9

8
,4

3
1

1
0

2
,6

6
0

1
0

2
,7

0
9

1
0

0
,9

6
6

1
0

3
,0

0
3

1
0

1
,2

0
9

9
6

,4
8

7
9

8
3

,8
0

2

(3
)

1
9

7
,1

3
0

1
9

9
,9

4
6

2
3

0
,7

3
0

1
8

2
,3

3
3

1
9

6
,0

4
4

2
2

9
,7

0
3

2
1

6
,4

0
9

2
6

5
,8

3
4

2
6

3
,0

6
4

2
6

0
,2

6
6

2
6

2
,5

3
9

2
5

8
,2

4
5

2
,3

6
5

,1
6

7

２
．

3
3

,0
0

0
3

,0
0

0
3

,0
0

0
3

,0
0

0
3

,0
0

0
3

,0
0

0
2

,9
0

7
2

,8
1

4
2

3
,7

2
1

(1
)

3
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

2
,9

0
7

2
,8

1
4

2
3

,7
2

1

(2
)

3

(D
)

3
9

7
,0

0
4

4
3

8
,3

6
8

5
0

2
,5

1
7

4
5

2
,6

8
5

4
6

7
,8

0
1

5
1

2
,9

6
0

5
0

5
,4

4
9

5
5

6
,4

8
3

5
5

3
,8

4
6

8
5

4
,6

8
8

5
5

6
,8

1
3

5
4

9
,8

6
8

5
,5

1
3

,1
1

0

(E
)

1
1

5
,1

5
5

6
5

,7
1

9
7

9
,4

3
6

7
5

,1
0

9
6

9
,6

5
0

1
6

3
,8

2
1

1
6

2
,7

9
5

1
1

3
,3

3
5

1
2

2
,2

8
2

△
 1

8
1

,8
1

1
1

1
0

,7
9

9
1

2
1

,3
4

2
8

3
6

,7
5

8

(F
)

(G
)

(H
)

1
1

5
,1

5
5

6
5

,7
1

9
7

9
,4

3
6

7
5

,1
0

9
6

9
,6

5
0

1
6

3
,8

2
1

1
6

2
,7

9
5

1
1

3
,3

3
5

1
2

2
,2

8
2

△
 1

8
1

,8
1

1
1

1
0

,7
9

9
1

2
1

,3
4

2
8

3
6

,7
5

8

(I
)

(J
)

1
,7

7
2

,7
8

0
1

,7
5

6
,2

8
3

1
,0

4
3

,1
9

2
1

,1
4

0
,7

1
8

6
6

4
,5

7
3

8
1

9
,7

8
5

3
6

0
,9

4
5

5
1

0
,2

7
5

6
7

7
,4

7
3

4
0

1
,5

4
3

5
0

0
,8

0
7

5
0

2
,7

5
6

1
,3

4
7

,3
2

7
1

,6
9

0
,5

6
4

9
6

3
,7

5
5

1
,0

6
5

,6
0

9
5

9
4

,9
2

3
6

5
5

,9
6

4
1

9
8

,1
5

0
3

9
6

,9
4

0
5

5
5

,1
9

1
5

8
3

,3
5

4
3

9
0

,0
0

7
3

8
1

,4
1

4

4
2

5
,4

5
3

6
5

,7
1

9
7

9
,4

3
6

7
5

,1
0

9
6

9
,6

5
0

1
6

3
,8

2
1

1
6

2
,7

9
5

1
1

3
,3

3
5

1
2

2
,2

8
2

△
 1

8
1

,8
1

1
1

1
0

,7
9

9
1

2
1

,3
4

2

１
０

ヶ
年

合
計

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金

そ
の

他

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

留
保

資
金

残
高

支
出

計

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

支
払

利
息

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

材
料

費

そ
の

他

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用

収
入

計

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

修
繕

費

そ
の

他

経
費

動
力

費

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

営
業

外
収

益

補
助

金

そ
の

他

令
和

１
７

年
度

令
和

９
年

度
令

和
１

６
年

度
令

和
１

４
年

度
令

和
１

５
年

度
令

和
１

０
年

度
令

和
１

３
年

度
年

　
　

　
　

　
　

度
令

和
１

１
年

度
令

和
１

２
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
臨
海
工
水
】

（
単
位
：
千
円
、
税
込
）

令
和
6
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
決

算
）

１
．

6
0
0
,0
0
0

6
0
0
,0
0
0

２
．

３
．

４
．

3
0
9
,8
7
4

3
9
3
,8
2
0

7
4
,4
5
1

7
4
,4
5
1

５
．

６
．

9
2
,3
0
0

7
0
,8
9
9

2
7
2
,2
5
0

2
7
2
,2
5
0

７
．

８
．

９
．

(A
)

4
0
2
,1
7
4

4
6
4
,7
1
9

3
4
6
,7
0
1

6
0
0
,0
0
0

9
4
6
,7
0
1

(B
)

(C
)

4
0
2
,1
7
4

4
6
4
,7
1
9

3
4
6
,7
0
1

6
0
0
,0
0
0

9
4
6
,7
0
1

１
．

5
0
0
,4
1
6

6
2
4
,9
1
7
1
,3
2
5
,0
5
5

7
4
7
,4
5
5

7
2
8
,5
0
6

1
7
4
,2
5
7

8
3
3
,6
2
6

1
6
4
,6
1
2

1
5
1
,7
5
2

2
8
1
,3
4
5

1
9
3
,0
7
4

3
0
8
,5
0
4
4
,9
0
8
,1
8
6

7
1
,7
8
2

1
0
7
,0
5
8

6
0
8
,7
3
8

5
6
7
,7
8
9

4
6
,4
2
2

6
7
1
,4
0
1

5
3
,9
7
6

3
2
,9
5
2

3
5
,3
4
5

5
0
,0
7
1

1
3
7
,7
0
3
2
,3
1
1
,4
5
5

4
6
6
,9
4
3

5
5
3
,1
3
5
1
,2
1
7
,9
9
7

1
3
8
,7
1
7

1
6
0
,7
1
7

1
2
7
,8
3
4

1
6
2
,2
2
5

1
1
0
,6
3
6

1
1
8
,8
0
0

2
4
6
,0
0
0

1
4
3
,0
0
3

1
7
0
,8
0
1
2
,5
9
6
,7
3
0

２
．

1
8
,5
8
7

1
8
,6
8
0

1
8
,7
7
4

5
6
,0
4
1

３
．

5
4
,8
5
7

1
0
9
,7
1
4

1
0
9
,7
1
4

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

6
0
3
,4
2
7

４
．

５
．

(D
)

5
5
5
,2
7
3

7
3
4
,6
3
1
1
,4
3
4
,7
6
9

8
0
2
,3
1
2

7
8
3
,3
6
3

2
2
9
,1
1
4

8
8
8
,4
8
3

2
1
9
,4
6
9

2
0
6
,6
0
9

3
5
4
,7
8
9

2
6
6
,6
1
1

3
8
2
,1
3
5
5
,5
6
7
,6
5
4

(E
)

1
5
3
,0
9
9

2
6
9
,9
1
2
1
,0
8
8
,0
6
8

2
0
2
,3
1
2

7
8
3
,3
6
3

2
2
9
,1
1
4

8
8
8
,4
8
3

2
1
9
,4
6
9

2
0
6
,6
0
9

3
5
4
,7
8
9

2
6
6
,6
1
1

3
8
2
,1
3
5
4
,6
2
0
,9
5
3

１
．

5
1
,8
1
4

2
5
5
,3
4
8

9
9
9
,1
2
6

1
3
4
,3
6
1

7
1
7
,1
3
5

2
1
3
,2
7
2

8
1
2
,6
9
9

2
0
4
,5
0
4

1
9
2
,8
1
3

3
2
9
,2
1
2

2
4
9
,0
5
9

3
5
4
,0
8
9
4
,2
0
6
,2
7
1

２
．

9
2
,3
8
9

３
．

４
．

8
,8
9
6

1
4
,5
6
4

8
8
,9
4
2

6
7
,9
5
1

6
6
,2
2
8

1
5
,8
4
2

7
5
,7
8
4

1
4
,9
6
5

1
3
,7
9
6

2
5
,5
7
7

1
7
,5
5
2

2
8
,0
4
6

4
1
4
,6
8
1

(F
)

1
5
3
,0
9
9

2
6
9
,9
1
2
1
,0
8
8
,0
6
8

2
0
2
,3
1
2

7
8
3
,3
6
3

2
2
9
,1
1
4

8
8
8
,4
8
3

2
1
9
,4
6
9

2
0
6
,6
0
9

3
5
4
,7
8
9

2
6
6
,6
1
1

3
8
2
,1
3
5
4
,6
2
0
,9
5
3

(G
)

3
,9
3
9
,2
8
8
3
,8
2
9
,5
7
4
3
,7
1
9
,8
6
0
3
,6
6
5
,0
0
3
3
,6
1
0
,1
4
6
3
,5
5
5
,2
8
9
3
,5
0
0
,4
3
2
3
,4
4
5
,5
7
5
3
,3
9
0
,7
1
8
3
,3
3
5
,8
6
1
3
,2
8
1
,0
0
4
3
,2
2
6
,1
4
7

(H
)

6
0
0
,0
0
0

6
0
0
,0
0
0

6
0
0
,0
0
0

6
0
0
,0
0
0

6
0
0
,0
0
0

6
0
0
,0
0
0

5
8
1
,4
1
3

5
6
2
,7
3
2

5
4
3
,9
5
9

年
　
　
　
　
　
　
度

１
０
ヶ
年

合
計

補
塡

財
源

不
足

額
(E
)-
(F
)

う
ち

耐
震

対
策

費

企
業

債
残

高

そ
の

他

計
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

不
足

す
る

額
(D
)-
(C
)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

他
会

計
借

入
金

残
高

計
(A
)
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
る
支
出
の
財
源
充
当
額

純
計

(A
)-
(B
)

う
ち

老
朽

化
対

策
費

他
会
計
長
期
借
入
返
還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（
都
道
府
県
）
補
助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

令
和
１
１
年
度
令
和
１
２
年
度
令
和
１
３
年
度

令
和
１
７
年
度

令
和
７
年
度

令
和
９
年
度

令
和
１
６
年
度

令
和
１
４
年
度
令
和
１
５
年
度

令
和
１
０
年
度

令
和
８
年
度
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
坂
井
水
道
】

（
単
位
：
千
円
、
税
抜
）

令
和
6
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
決
算
）

１
．

(A
)

1
,0
1
8
,2
1
2

1
,0
1
8
,2
4
2

9
8
8
,5
6
8

9
8
8
,3
1
8

9
8
8
,0
7
1

9
8
7
,8
2
2

9
8
7
,5
7
6

9
8
6
,9
9
9

9
8
6
,4
2
3

9
8
5
,8
4
8

9
8
5
,2
7
4

9
8
4
,6
9
9

9
,8
6
9
,5
9
8

(1
)

1
,0
1
5
,8
0
4

1
,0
1
5
,8
0
4

9
8
6
,1
0
0

9
8
5
,8
1
9

9
8
5
,5
4
1

9
8
5
,2
6
1

9
8
4
,9
8
3

9
8
4
,3
7
4

9
8
3
,7
6
6

9
8
3
,1
5
8

9
8
2
,5
5
0

9
8
1
,9
4
2

9
,8
4
3
,4
9
4

(2
)

(B
)

(3
)

2
,4
0
8

2
,4
3
8

2
,4
6
8

2
,4
9
9

2
,5
3
0

2
,5
6
1

2
,5
9
3

2
,6
2
5

2
,6
5
7

2
,6
9
0

2
,7
2
4

2
,7
5
7

2
6
,1
0
4

２
．

8
6
,9
4
8

8
2
,1
8
0

8
7
,8
3
8

8
7
,0
6
0

8
6
,9
0
8

8
7
,1
9
9

8
7
,5
5
5

8
5
,2
3
5

7
9
,5
4
7

7
8
,6
7
4

7
5
,0
9
1

7
3
,8
1
3

8
2
8
,9
2
0

(1
)

(2
)

6
9
,8
5
1

6
9
,0
8
8

6
8
,3
2
4

6
8
,2
2
2

6
8
,2
2
2

6
8
,2
2
2

6
8
,1
2
4

6
4
,9
3
8

5
8
,6
0
5

5
7
,1
9
5

5
4
,0
9
8

5
3
,2
7
1

6
2
9
,2
2
1

(3
)

1
7
,0
9
7

1
3
,0
9
2

1
9
,5
1
4

1
8
,8
3
8

1
8
,6
8
6

1
8
,9
7
7

1
9
,4
3
1

2
0
,2
9
7

2
0
,9
4
2

2
1
,4
7
9

2
0
,9
9
3

2
0
,5
4
2

1
9
9
,6
9
9

(C
)

1
,1
0
5
,1
6
0

1
,1
0
0
,4
2
2

1
,0
7
6
,4
0
6

1
,0
7
5
,3
7
8

1
,0
7
4
,9
7
9

1
,0
7
5
,0
2
1

1
,0
7
5
,1
3
1

1
,0
7
2
,2
3
4

1
,0
6
5
,9
7
0

1
,0
6
4
,5
2
2

1
,0
6
0
,3
6
5

1
,0
5
8
,5
1
2

1
0
,6
9
8
,5
1
8

１
．

1
,0
3
9
,7
4
5

1
,0
0
3
,8
0
2

9
3
3
,7
4
5

1
,0
3
1
,9
7
2

1
,1
3
8
,2
7
9

1
,0
2
4
,0
8
4

1
,0
2
3
,5
2
4

9
8
4
,4
7
2

9
1
7
,7
2
6

8
7
4
,7
5
3

8
8
4
,6
2
3

9
8
2
,5
4
6

9
,7
9
5
,7
2
4

(1
)

8
9
,3
6
1

8
6
,3
7
5

9
3
,4
0
6

9
4
,1
0
6

9
4
,8
1
2

9
5
,5
2
3

9
6
,2
3
9

9
6
,9
6
1

9
7
,6
8
8

9
8
,4
2
1

9
9
,1
5
9

9
9
,9
0
3

9
6
6
,2
2
0

4
1
,9
0
7

4
2
,2
2
1

4
2
,5
3
7

4
2
,8
5
6

4
3
,1
7
8

4
3
,5
0
1

4
3
,8
2
9

4
4
,1
5
7

4
4
,4
8
8

4
4
,8
2
1

4
5
,1
5
8

4
5
,4
9
6

4
4
0
,0
2
1

3
,7
7
7

1
4
9

6
,5
3
2

6
,5
8
1

6
,6
3
1

6
,6
8
1

6
,7
3
1

6
,7
8
1

6
,8
3
2

6
,8
8
3

6
,9
3
5

6
,9
8
7

6
7
,5
7
4

4
3
,6
7
7

4
4
,0
0
5

4
4
,3
3
7

4
4
,6
6
9

4
5
,0
0
3

4
5
,3
4
1

4
5
,6
7
9

4
6
,0
2
3

4
6
,3
6
8

4
6
,7
1
7

4
7
,0
6
6

4
7
,4
2
0

4
5
8
,6
2
5

(2
)

4
5
7
,3
3
8

4
2
2
,3
3
7

3
2
0
,5
1
3

3
7
9
,6
4
2

4
6
8
,0
3
1

3
4
2
,2
1
6

3
4
3
,9
7
7

3
6
7
,6
8
4

3
8
1
,6
5
3

3
3
8
,8
7
7

3
4
6
,0
9
3

4
3
7
,2
7
6

3
,7
2
5
,9
6
0

9
0
1
6
3

9
0
,8
0
5

9
1
,5
2
6

9
2
,1
5
8

9
2
,8
8
7

9
3
,6
1
5

9
4
,3
4
7

9
4
,8
5
9

9
5
,3
6
7

9
5
,8
7
1

9
6
,3
7
2

9
6
,8
7
0

9
4
3
,8
7
2

4
3
5
8
4

4
4
,1
4
0

4
6
,3
4
1

4
7
,8
5
0

5
0
,6
3
7

5
2
,2
1
1

5
3
,2
0
8

5
4
,1
0
6

5
4
,1
9
3

5
4
,5
6
7

5
2
,5
9
9

5
3
,7
0
5

5
1
9
,4
1
7

3
2
3
,5
9
1

2
8
7
,3
9
2

1
8
2
,6
4
6

2
3
9
,6
3
4

3
2
4
,5
0
7

1
9
6
,3
9
0

1
9
6
,4
2
2

2
1
8
,7
1
9

2
3
2
,0
9
3

1
8
8
,4
3
9

1
9
7
,1
2
2

2
8
6
,7
0
1

2
,2
6
2
,6
7
1

(3
)

4
9
3
0
4
6

4
9
5
,0
9
0

5
1
9
,8
2
6

5
5
8
,2
2
4

5
7
5
,4
3
6

5
8
6
,3
4
5

5
8
3
,3
0
8

5
1
9
,8
2
7

4
3
8
,3
8
5

4
3
7
,4
5
5

4
3
9
,3
7
1

4
4
5
,3
6
7

5
,1
0
3
,5
4
4

２
．

6
1
8

(1
)

(2
)

6
1
8

(D
)

1
,0
0
9
,0
9
4

1
,0
0
3
,8
0
2

9
3
3
,7
4
5

1
,0
3
1
,9
7
2

1
,1
3
8
,2
7
9

1
,0
2
4
,0
8
4

1
,0
2
3
,5
2
4

9
8
4
,4
7
2

9
1
7
,7
2
6

8
7
4
,7
5
3

8
8
4
,6
2
3

9
8
2
,5
4
6

9
,7
9
5
,7
2
4

(E
)

9
6
,0
6
6

9
6
,6
2
0

1
4
2
,6
6
1

4
3
,4
0
6

-6
3
,3
0
0

5
0
,9
3
7

5
1
,6
0
7

8
7
,7
6
2

1
4
8
,2
4
4

1
8
9
,7
6
9

1
7
5
,7
4
2

7
5
,9
6
6

9
0
2
,7
9
4

(F
)

(G
)

(H
)

9
6
,0
6
6

9
6
,6
2
0

1
4
2
,6
6
1

4
3
,4
0
6

-6
3
,3
0
0

5
0
,9
3
7

5
1
,6
0
7

8
7
,7
6
2

1
4
8
,2
4
4

1
8
9
,7
6
9

1
7
5
,7
4
2

7
5
,9
6
6

9
0
2
,7
9
4

(I
)

(J
)

4
,7
1
2
,4
9
0

4
,6
8
1
,9
7
7

4
,1
8
6
,4
9
4

4
,0
6
0
,0
9
7

4
,1
7
6
,2
4
8

4
,4
0
1
,3
6
6

4
,8
8
8
,2
9
0

5
,2
3
1
,0
1
8

5
,5
0
7
,7
9
6

5
,1
4
7
,6
3
1

4
,8
0
8
,6
9
8

3
,7
3
9
,9
5
4

4
,4
9
9
,4
4
0

4
,5
8
5
,3
5
7

4
,0
4
3
,8
3
3

4
,0
1
6
,6
9
1

4
,2
3
9
,5
4
8

4
,3
5
0
,4
2
9

4
,8
3
6
,6
8
3

5
,1
4
3
,2
5
6

5
,3
5
9
,5
5
2

4
,9
5
7
,8
6
2

4
,6
3
2
,9
5
6

3
,6
6
3
,9
8
8

6
5
,7
2
0

9
6
,6
2
0

1
4
2
,6
6
1

4
3
,4
0
6

-6
3
,3
0
0

5
0
,9
3
7

5
1
,6
0
7

8
7
,7
6
2

1
4
8
,2
4
4

1
8
9
,7
6
9

1
7
5
,7
4
2

7
5
,9
6
6

1
4
7
,3
3
0

そ
の

他

令
和
8
年
度

令
和
7
年
度

支
出

計

経
常

損
益

利
益

剰
余

金

特
別

損
益

材
料

費

そ
の

他

(E
)+
(H
)

特
別

利
益

(F
)-
(G
)

(C
)-
(D
)

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用

そ
の

他

年
　
　
　
　
　
　
度

動
力

費

修
繕

費

収
入

計

そ
の

他

留
保

資
金

残
高

損
益
勘
定
留
保
資
金

基
本

給
収 益 的 支 出

退
職

給
付

費

職
員

給
与

費

経
費

そ
の

他

支
払

利
息

繰
越
利
益
剰
余
金
又
は
累
積
欠
損
金

当
年
度
純
利
益
（
又
は
純
損
失
）

令
和
1
7
年
度

１
０
ヶ
年

合
計

営
業

費
用

特
別

損
失

長
期

前
受

金
戻

入

収 益 的 収 支

そ
の
他
補
助
金

そ
の

他

補
助

金

他
会
計
補
助
金

収 益 的 収 入

営
業

収
益

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

令
和
9
年
度

令
和
1
6
年
度

令
和
1
4
年
度

令
和
1
5
年
度

令
和
1
0
年
度

令
和
1
1
年
度

令
和
1
2
年
度

令
和
1
3
年
度
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
坂
井
水
道
】

（
単
位
：
千
円
、
税
込
）

令
和
6
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
決
算
）

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

1
5
,9
5
4

1
5
,9
5
4

1
5
,9
5
4

7
8
,7
5
0

7
8
,7
5
0

7
8
,7
5
0

2
8
4
,1
1
2

７
．

８
．

９
．

(A
)

1
5
,9
5
4

1
5
,9
5
4

1
5
,9
5
4

7
8
,7
5
0

7
8
,7
5
0

7
8
,7
5
0

2
8
4
,1
1
2

(B
)

(C
)

1
5
,9
5
4

1
5
,9
5
4

1
5
,9
5
4

7
8
,7
5
0

7
8
,7
5
0

7
8
,7
5
0

2
8
4
,1
1
2

１
．

9
1
9
,5
0
6

6
0
8
,4
4
9
1
,1
9
8
,6
1
1

7
2
5
,7
8
6

3
6
0
,5
3
9

3
9
5
,8
8
6

1
0
5
,4
0
3

2
3
7
,4
6
5

2
7
6
,3
7
1
1
,1
0
9
,8
3
8
1
,0
7
6
,5
6
8
1
,7
7
7
,1
1
2
7
,2
6
3
,5
7
7

4
6
5
,8
1
3

1
8
0
,8
6
2

7
8
8
,0
3
3

5
1
1
,2
4
7

1
3
2
,1
1
2

1
1
9
,7
7
8

3
1
2

1
5
9
,4
6
4

2
7
6
,3
7
1

7
2
4
,8
3
8

6
9
1
,5
6
8
1
,3
9
2
,1
1
2
4
,7
9
5
,8
3
5

4
5
3
,6
9
3

4
2
7
,5
8
7

4
1
0
,5
7
7

2
1
4
,5
3
9

2
2
8
,4
2
7

2
7
6
,1
0
8

1
0
5
,0
9
1

7
8
,0
0
1

3
8
5
,0
0
0

3
8
5
,0
0
0

3
8
5
,0
0
0
2
,4
6
7
,7
4
2

２
．

３
．

４
．

５
．

(D
)

9
1
9
,5
0
6

6
0
8
,4
4
9
1
,1
9
8
,6
1
1

7
2
5
,7
8
6

3
6
0
,5
3
9

3
9
5
,8
8
6

1
0
5
,4
0
3

2
3
7
,4
6
5

2
7
6
,3
7
1
1
,1
0
9
,8
3
8
1
,0
7
6
,5
6
8
1
,7
7
7
,1
1
2
7
,2
6
3
,5
7
7

(E
)

9
1
9
,5
0
6

6
0
8
,4
4
9
1
,1
9
8
,6
1
1

7
2
5
,7
8
6

3
6
0
,5
3
9

3
7
9
,9
3
2

8
9
,4
4
9

2
2
1
,5
1
1

2
7
6
,3
7
1
1
,0
3
1
,0
8
8

9
9
7
,8
1
8
1
,6
9
8
,3
6
2
6
,9
7
9
,4
6
5

１
．

1
8
4
,0
2
3

5
5
3
,1
3
5
1
,0
8
9
,6
4
6

6
5
9
,8
0
5

3
2
7
,7
6
3

3
4
3
,9
4
2

7
9
,8
6
7

1
9
9
,9
2
3

2
5
1
,2
4
6

9
3
0
,1
9
4

8
9
9
,9
4
8
1
,5
3
6
,8
0
6
6
,3
1
9
,1
4
0

２
．

6
7
4
,5
5
3

３
．

４
．

6
0
9
3
0

5
5
,3
1
4

1
0
8
,9
6
5

6
5
,9
8
1

3
2
,7
7
6

3
5
,9
9
0

9
,5
8
2

2
1
,5
8
8

2
5
,1
2
5

1
0
0
,8
9
4

9
7
,8
7
0

1
6
1
,5
5
6

6
6
0
,3
2
5

(F
)

9
1
9
,5
0
6

6
0
8
,4
4
9
1
,1
9
8
,6
1
1

7
2
5
,7
8
6

3
6
0
,5
3
9

3
7
9
,9
3
2

8
9
,4
4
9

2
2
1
,5
1
1

2
7
6
,3
7
1
1
,0
3
1
,0
8
8

9
9
7
,8
1
8
1
,6
9
8
,3
6
2
6
,9
7
9
,4
6
5

(G
)

(H
)

補
塡

財
源

不
足

額

年
　
　
　
　
　
　
度

計

固
定

資
産

売
却

代
金

(E
)-
(F
)

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

不
足

す
る

額
(D
)-
(C
)

計

繰
越

工
事

資
金

国
（
都
道
府
県
）
補
助
金

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 塡 財 源

資 本 的 収 支

純
計

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

令
和
8
年
度

令
和
7
年
度

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

う
ち

耐
震

対
策

費

そ
の

他

他
会
計
長
期
借
入
返
還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

損
益

勘
定

留
保

資
金

１
０
ヶ
年

合
計

工
事

負
担

金

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

(A
)
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
る
支
出
の
財
源
充
当
額

計

そ
の

他

令
和
1
7
年
度

う
ち

老
朽

化
対

策
費

企
業

債

う
ち

職
員

給
与

費

建
設

改
良

費

(A
)-
(B
)

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

令
和
9
年
度

令
和
1
6
年
度

令
和
1
4
年
度
令
和
1
5
年
度

令
和
1
0
年
度
令
和
1
1
年
度
令
和
1
2
年
度
令
和
1
3
年
度

44



様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
日
野
川
水
道
】

（
単
位
：
千
円
、
税
抜
）

令
和
6
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
決
算
）

１
．

(A
)

1
,7
1
3
,2
2
0

1
,7
1
3
,2
3
8

1
,7
1
3
,4
3
7

1
,7
1
8
,1
0
8

1
,7
1
3
,4
3
7

1
,7
1
3
,4
3
7

1
,7
1
3
,4
3
7

1
,7
1
8
,1
0
8

1
,7
1
3
,4
3
7

1
,7
1
3
,4
3
7

1
,7
1
3
,4
3
7

1
,7
1
8
,1
0
8

1
7
,1
4
8
,3
8
3

(1
)

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
9
,5
8
6

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
9
,5
8
6

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
4
,9
1
5

1
,7
0
9
,5
8
6

1
7
,0
6
3
,1
6
3

(2
)

(B
)

(3
)

8
,3
0
5

8
,3
2
3

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
,5
2
2

8
5
,2
2
0

２
．

3
2
1
,5
0
7

2
9
8
,7
0
6

3
8
7
,8
1
8

2
8
3
,3
7
5

2
6
6
,4
7
9

2
6
4
,5
2
0

2
6
3
,6
3
1

2
6
3
,0
8
9

2
6
2
,6
8
7

2
6
1
,3
6
4

2
5
8
,1
9
5

2
5
8
,1
0
9

2
,7
6
9
,2
6
7

(1
)

(2
)

3
0
5
,0
4
5

2
7
5
,4
0
5

2
7
5
,2
8
5

2
5
2
,9
8
6

2
3
7
,3
0
4

2
3
6
,5
9
5

2
3
5
,3
1
6

2
3
5
,1
7
8

2
3
3
,9
1
6

2
3
3
,7
5
8

2
3
3
,7
5
8

2
3
3
,7
5
8

2
,4
0
7
,8
5
4

(3
)

1
6
,4
6
2

2
3
,3
0
1

1
1
2
,5
3
3

3
0
,3
8
9

2
9
,1
7
5

2
7
,9
2
5

2
8
,3
1
5

2
7
,9
1
1

2
8
,7
7
1

2
7
,6
0
6

2
4
,4
3
7

2
4
,3
5
1

3
6
1
,4
1
3

(C
)

2
,0
3
4
,7
2
7

2
,0
1
1
,9
4
4

2
,1
0
1
,2
5
5

2
,0
0
1
,4
8
3

1
,9
7
9
,9
1
6

1
,9
7
7
,9
5
7

1
,9
7
7
,0
6
8

1
,9
8
1
,1
9
7

1
,9
7
6
,1
2
4

1
,9
7
4
,8
0
1

1
,9
7
1
,6
3
2

1
,9
7
6
,2
1
7

1
9
,9
1
7
,6
5
0

１
．

1
,6
9
1
,6
3
6

1
,8
7
1
,9
3
0

2
,0
3
0
,7
7
1

1
,6
5
5
,5
6
5

1
,6
4
2
,6
6
4

1
,7
0
2
,2
1
0

1
,7
3
0
,9
0
6

1
,7
5
9
,7
1
5

1
,6
9
8
,4
0
2

1
,7
5
0
,2
5
8

1
,8
8
5
,2
7
9

1
,9
3
9
,7
0
1

1
7
,7
9
5
,4
7
1

(1
)

9
4
,3
8
5

1
0
0
,6
8
5

1
0
0
,6
8
5

9
6
,5
3
6

9
7
,2
6
0

9
7
,9
9
0

9
8
,7
2
4

9
9
,4
6
5

1
0
0
,2
1
1

1
0
0
,9
6
2

1
0
1
,7
2
0

1
0
2
,4
8
3

9
9
6
,0
3
6

4
8
,7
0
2

4
9
,2
0
9

4
9
,2
0
9

4
9
,3
2
7

4
9
,4
4
6

4
9
,5
6
4

4
9
,6
8
3

4
9
,8
0
3

4
9
,9
2
1

5
0
,0
4
1

5
0
,1
6
2

5
0
,2
8
2

4
9
7
,4
3
8

3
,7
2
8

3
,2
6
7

3
,2
6
7

3
,2
6
7

3
,2
6
7

3
,2
6
7

3
,2
6
7

3
,2
6
7

3
,2
6
7

3
,2
6
7

2
9
,4
0
3

4
1
,9
5
5

5
1
,4
7
6

5
1
,4
7
6

4
3
,9
4
2

4
4
,5
4
7

4
5
,1
5
9

4
5
,7
7
4

4
6
,3
9
5

4
7
,0
2
3

4
7
,6
5
4

4
8
,2
9
1

4
8
,9
3
4

4
6
9
,1
9
5

(2
)

5
4
5
,7
6
7

7
1
7
,0
6
4

8
3
7
,7
2
3

5
7
1
,3
4
0

5
7
3
,5
7
7

5
7
6
,0
0
5

5
7
8
,7
9
5

5
9
3
,3
3
0

5
8
4
,8
5
8

5
5
1
,8
5
4

5
1
9
,0
1
0

5
2
2
,5
2
5

5
,9
0
9
,0
1
7

1
7
0
,3
1
7

1
9
0
,3
4
8

1
9
3
,9
6
7

1
7
2
,5
9
9

1
7
4
,9
1
2

1
7
7
,2
5
6

1
7
9
,6
3
1

1
8
2
,0
3
8

1
8
4
,4
7
7

1
8
6
,9
4
9

1
8
9
,4
5
4

1
9
1
,9
9
3

1
,8
3
3
,2
7
6

5
9
,0
3
0

7
2
,8
6
7

1
5
3
,8
3
4

6
5
,3
5
5

6
5
,3
5
5

6
5
,3
5
5

6
5
,5
0
9

6
5
,6
8
7

6
5
,6
8
7

6
5
,6
8
7

6
5
,6
8
7

6
5
,6
8
7

7
4
3
,8
4
3

3
1
6
,4
2
0

4
5
3
,8
4
9

4
8
9
,9
2
2

3
3
3
,3
8
6

3
3
3
,3
1
0

3
3
3
,3
9
4

3
3
3
,6
5
5

3
4
5
,6
0
5

3
3
4
,6
9
4

2
9
9
,2
1
8

2
6
3
,8
6
9

2
6
4
,8
4
5

3
,3
3
1
,8
9
8

(3
)

1
,0
5
1
,4
8
4

1
,0
5
4
,1
8
1

1
,0
9
2
,3
6
3

9
8
7
,6
8
9

9
7
1
,8
2
7

1
,0
2
8
,2
1
5

1
,0
5
3
,3
8
7

1
,0
6
6
,9
2
0

1
,0
1
3
,3
3
3

1
,0
9
7
,4
4
2

1
,2
6
4
,5
4
9

1
,3
1
4
,6
9
3

1
0
,8
9
0
,4
1
8

２
．

9
7
,3
3
2

8
6
,3
2
4

7
5
,9
8
2

6
5
,8
0
1

5
5
,8
7
3

4
6
,2
6
4

3
6
,9
7
0

2
8
,6
9
9

2
0
,9
3
6

1
4
,2
8
4

8
,8
5
4

4
,8
2
0

3
5
8
,4
8
3

(1
)

9
6
,8
5
4

8
6
,3
2
4

7
5
,9
8
2

6
5
,8
0
1

5
5
,8
7
3

4
6
,2
6
4

3
6
,9
7
0

2
8
,6
9
9

2
0
,9
3
6

1
4
,2
8
4

8
,8
5
4

4
,8
2
0

3
5
8
,4
8
3

(2
)

4
7
8

(D
)

1
,7
8
8
,9
6
9

1
,9
5
8
,2
5
4

2
,1
0
6
,7
5
3

1
,7
2
1
,3
6
6

1
,6
9
8
,5
3
7

1
,7
4
8
,4
7
4

1
,7
6
7
,8
7
6

1
,7
8
8
,4
1
4

1
,7
1
9
,3
3
8

1
,7
6
4
,5
4
2

1
,8
9
4
,1
3
3

1
,9
4
4
,5
2
1

1
8
,1
5
3
,9
5
4

(E
)

2
4
5
,7
5
8

5
3
,6
9
0

-5
,4
9
8

2
8
0
,1
1
7

2
8
1
,3
7
9

2
2
9
,4
8
3

2
0
9
,1
9
2

1
9
2
,7
8
3

2
5
6
,7
8
6

2
1
0
,2
5
9

7
7
,4
9
9

3
1
,6
9
6

1
,7
6
3
,6
9
6

(F
)

(G
)

(H
)

2
4
5
,7
5
8

5
3
,6
9
0

-5
,4
9
8

2
8
0
,1
1
7

2
8
1
,3
7
9

2
2
9
,4
8
3

2
0
9
,1
9
2

1
9
2
,7
8
3

2
5
6
,7
8
6

2
1
0
,2
5
9

7
7
,4
9
9

3
1
,6
9
6

1
,7
6
3
,6
9
6

(I
)

(J
)

5
,1
3
0
,2
7
5

4
,6
7
7
,3
0
4

4
,1
6
7
,4
2
7

3
,7
9
4
,9
9
9

3
,4
1
1
,4
9
9

3
,5
3
0
,9
4
3

3
,4
0
7
,0
3
3

3
,6
7
0
,9
6
3

3
,3
1
3
,6
9
2

2
,3
7
7
,7
2
0

2
,4
2
3
,6
7
0

2
,7
5
3
,6
2
8

4
,8
9
2
,9
4
0

4
,6
2
3
,6
1
4

4
,1
7
2
,9
2
5

3
,5
1
4
,8
8
2

3
,1
3
0
,1
2
0

3
,3
0
1
,4
6
0

3
,1
9
7
,8
4
1

3
,4
7
8
,1
8
0

3
,0
5
6
,9
0
6

2
,1
6
7
,4
6
1

2
,3
4
6
,1
7
1

2
,7
2
1
,9
3
2

2
3
7
,3
3
5

5
3
,6
9
0

-5
,4
9
8

2
8
0
,1
1
7

2
8
1
,3
7
9

2
2
9
,4
8
3

2
0
9
,1
9
2

1
9
2
,7
8
3

2
5
6
,7
8
6

2
1
0
,2
5
9

7
7
,4
9
9

3
1
,6
9
6

令
和
8
年
度

年
　
　
　
　
　
　
度

令
和
7
年
度

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

経
費

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

営
業

外
収

益

補
助

金

他
会
計
補
助
金

そ
の
他
補
助
金

長
期

前
受

金
戻

入

そ
の

他

収
入

計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

令
和
1
7
年
度

１
０
ヶ
年

合
計

損
益
勘
定
留
保
資
金

利
益

剰
余

金

令
和
9
年
度

令
和
1
6
年
度

令
和
1
4
年
度

令
和
1
5
年
度

支
払

利
息

そ
の

他

経
常

損
益

(C
)-
(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

動
力

費

修
繕

費

令
和
1
0
年
度

令
和
1
1
年
度

令
和
1
2
年
度

令
和
1
3
年
度

そ
の

他

当
年
度
純
利
益
（
又
は
純
損
失
）
(E
)+
(H
)

繰
越
利
益
剰
余
金
又
は
累
積
欠
損
金

留
保

資
金

残
高

支
出

計

特
別

損
益

(F
)-
(G
)

材
料

費

そ
の

他

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
日
野
川
水
道
】

（
単
位
：
千
円
、
税
込
）

令
和
6
年
度

区
　
　
　
　
　
分

（
決
算
）

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

(A
)

(B
)

(C
)

１
．

5
7
3
,8
2
4

8
5
1
,8
8
4

8
9
7
,1
4
8

9
7
6
,4
9
8
1
,0
1
3
,8
6
3

4
6
8
,9
5
1

8
0
7
,6
3
3

4
0
4
,2
1
5
1
,1
5
7
,8
4
7
1
,9
0
5
,8
2
8

9
3
7
,8
4
5

7
1
0
,1
1
7
9
,2
7
9
,9
4
4

5
7
3
,8
2
4

8
5
1
,8
8
4

8
9
7
,1
4
8

9
7
6
,4
9
8
1
,0
1
3
,8
6
3

4
6
8
,9
5
1

8
0
7
,6
3
3

4
0
4
,2
1
5
1
,1
5
7
,8
4
7
1
,9
0
5
,8
2
8

9
3
7
,8
4
5

7
1
0
,1
1
7
9
,2
7
9
,9
4
4

２
．

5
1
3
,4
6
9

5
1
0
,9
9
7

5
0
5
,8
6
8

4
9
9
,5
2
3

4
7
7
,7
0
8

4
7
5
,3
4
0

4
1
6
,9
6
1

3
9
3
,1
2
7

3
4
0
,8
8
6

2
7
7
,3
4
4

2
0
9
,7
5
4

1
3
7
,1
1
2
3
,7
3
3
,6
2
3

３
．

４
．

５
．

(D
)
1
,0
8
7
,2
9
3
1
,3
6
2
,8
8
1
1
,4
0
3
,0
1
6
1
,4
7
6
,0
2
1
1
,4
9
1
,5
7
1

9
4
4
,2
9
1
1
,2
2
4
,5
9
4

7
9
7
,3
4
2
1
,4
9
8
,7
3
3
2
,1
8
3
,1
7
2
1
,1
4
7
,5
9
9

8
4
7
,2
2
9
1
3
,0
1
3
,5
6
7

(E
)
1
,0
8
7
,2
9
3
1
,3
6
2
,8
8
1
1
,4
0
3
,0
1
6
1
,4
7
6
,0
2
1
1
,4
9
1
,5
7
1

9
4
4
,2
9
1
1
,2
2
4
,5
9
4

7
9
7
,3
4
2
1
,4
9
8
,7
3
3
2
,1
8
3
,1
7
2
1
,1
4
7
,5
9
9

8
4
7
,2
2
9
1
3
,0
1
3
,5
6
7

１
．

8
2
2
,9
5
0
1
,2
8
5
,4
3
7
1
,3
2
1
,4
5
7
1
,3
8
7
,2
4
8
1
,3
9
9
,4
0
2

9
0
1
,6
5
9
1
,1
5
1
,1
7
3

7
6
0
,5
9
5
1
,3
9
3
,4
7
4
2
,0
0
9
,9
1
5
1
,0
6
2
,3
4
0

7
8
2
,6
7
3
1
2
,1
6
9
,9
3
6

２
．

2
1
2
,4
4
3

３
．

４
．

5
1
9
0
0

7
7
,4
4
4

8
1
,5
5
9

8
8
,7
7
3

9
2
,1
6
9

4
2
,6
3
2

7
3
,4
2
1

3
6
,7
4
7

1
0
5
,2
5
9

1
7
3
,2
5
7

8
5
,2
5
9

6
4
,5
5
6

8
4
3
,6
3
1

(F
)
1
,0
8
7
,2
9
3
1
,3
6
2
,8
8
1
1
,4
0
3
,0
1
6
1
,4
7
6
,0
2
1
1
,4
9
1
,5
7
1

9
4
4
,2
9
1
1
,2
2
4
,5
9
4

7
9
7
,3
4
2
1
,4
9
8
,7
3
3
2
,1
8
3
,1
7
2
1
,1
4
7
,5
9
9

8
4
7
,2
2
9
1
3
,0
1
3
,5
6
7

(G
)

(H
)
4
,3
7
1
,7
1
6
3
,8
6
0
,7
1
9
3
,3
5
4
,8
5
1
2
,8
5
5
,3
2
8
2
,3
7
7
,6
2
0
1
,9
0
2
,2
8
0
1
,4
8
5
,3
1
9
1
,0
9
2
,1
9
2

7
5
1
,3
0
6

4
7
3
,9
6
2

2
6
4
,2
0
8

1
2
7
,0
9
6

令
和
8
年
度

年
　
　
　
　
　
　
度

令
和
7
年
度

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会
計
長
期
借
入
返
還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（
都
道
府
県
）
補
助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

補
塡

財
源

不
足

額
(E
)-
(F
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

令
和
1
7
年
度

純
計

(A
)-
(B
)

う
ち

老
朽

化
対

策
費

う
ち

耐
震

対
策

費

工
事

負
担

金

そ
の

他

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

１
０
ヶ
年

合
計

そ
の

他

計
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

不
足

す
る

額
(D
)-
(C
)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計計
(A
)
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
る
支
出
の
財
源
充
当
額

令
和
9
年
度

令
和
1
6
年
度

令
和
1
4
年
度
令
和
1
5
年
度

令
和
1
0
年
度
令
和
1
1
年
度
令
和
1
2
年
度
令
和
1
3
年
度
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）
　

投
資
・
財
源
計
画

【
下
水
事
業
】

（
単

位
：

千
円

、
税

抜
）

令
和

6
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

１
．

(A
)

8
4

1
,3

1
2

8
5

1
,8

2
8

8
6

1
,5

2
1

8
9

1
,9

7
6

9
0

1
,5

9
2

8
9

9
,3

2
8

1
,2

6
4

,4
6

3
1

,2
7

2
,9

5
3

1
,2

7
6

,1
6

0
1

,4
5

6
,1

1
2

1
,4

6
0

,0
5

8
1

,4
6

1
,0

1
0

1
1

,7
4

5
,1

7
2

(1
)

8
4

1
,3

1
2

8
5

1
,8

2
8

8
6

1
,5

2
1

8
9

1
,9

7
6

9
0

1
,5

9
2

8
9

9
,3

2
8

1
,2

6
4

,4
6

3
1

,2
7

2
,9

5
3

1
,2

7
6

,1
6

0
1

,4
5

6
,1

1
2

1
,4

6
0

,0
5

8
1

,4
6

1
,0

1
0

1
1

,7
4

5
,1

7
2

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

3
0

7
,6

0
6

3
0

3
,2

2
7

3
0

5
,2

6
8

2
6

3
,3

3
5

2
6

7
,4

2
2

2
6

9
,0

4
1

2
5

3
,5

3
6

2
2

9
,5

8
1

2
3

2
,6

6
3

2
0

8
,4

6
6

1
9

1
,4

6
9

1
8

3
,5

9
1

2
,4

0
4

,3
7

2

(1
)

4
,0

0
0

4
,0

0
0

(2
)

2
9

3
,9

1
3

2
8

8
,2

9
7

2
7

9
,7

9
7

2
5

9
,0

0
9

2
5

2
,3

5
0

2
5

0
,4

7
4

2
4

5
,6

5
0

2
2

1
,6

8
1

2
1

7
,6

4
7

1
9

7
,3

2
8

1
8

7
,4

6
9

1
7

9
,5

5
2

2
,2

9
0

,9
5

7

(3
)

9
,6

9
3

1
4

,9
3

0
2

5
,4

7
1

4
,3

2
6

1
5

,0
7

2
1

8
,5

6
7

7
,8

8
6

7
,9

0
0

1
5

,0
1

6
1

1
,1

3
8

4
,0

0
0

4
,0

3
9

1
1

3
,4

1
5

(C
)

1
,1

4
8

,9
1

8
1

,1
5

5
,0

5
5

1
,1

6
6

,7
8

9
1

,1
5

5
,3

1
1

1
,1

6
9

,0
1

4
1

,1
6

8
,3

6
9

1
,5

1
7

,9
9

9
1

,5
0

2
,5

3
4

1
,5

0
8

,8
2

3
1

,6
6

4
,5

7
8

1
,6

5
1

,5
2

7
1

,6
4

4
,6

0
0

1
4

,1
4

9
,5

4
4

１
．

1
,0

7
4

,5
0

8
1

,1
4

8
,0

7
6

1
,1

8
1

,2
5

3
1

,1
2

8
,6

9
8

1
,1

1
9

,3
8

5
1

,1
6

6
,8

0
6

1
,1

5
1

,1
1

4
1

,1
5

3
,0

8
5

1
,1

7
2

,9
3

2
1

,2
4

9
,2

3
9

1
,2

5
2

,6
9

2
1

,2
9

9
,8

0
7

1
1

,8
7

5
,0

1
2

(1
)

5
0

,9
7

0
5

2
,6

6
5

5
4

,1
2

4
5

4
,5

3
0

5
4

,9
3

9
5

5
,3

5
1

5
5

,7
6

6
5

6
,1

8
4

5
6

,6
0

6
5

7
,0

3
0

5
7

,4
5

8
5

7
,8

8
9

5
5

9
,8

7
7

2
6

,2
7

3
2

5
,4

2
0

2
6

,3
8

4
2

6
,5

8
2

2
6

,7
8

1
2

6
,9

8
2

2
7

,1
8

4
2

7
,3

8
8

2
7

,5
9

4
2

7
,8

0
1

2
8

,0
0

9
2

8
,2

1
9

2
7

2
,9

2
5

2
,2

3
7

2
2

,4
6

0
2

7
,2

4
5

2
7

,7
4

0
2

7
,9

4
8

2
8

,1
5

8
2

8
,3

6
9

2
8

,5
8

2
2

8
,7

9
6

2
9

,0
1

2
2

9
,2

3
0

2
9

,4
4

9
2

9
,6

7
0

2
8

6
,9

5
2

(2
)

5
0

7
,0

1
8

5
8

2
,5

6
4

6
3

6
,9

5
5

5
9

6
,0

6
0

5
9

9
,7

3
5

6
1

4
,9

2
1

6
2

4
,4

8
3

6
2

0
,6

1
0

6
2

6
,1

1
6

6
3

8
,4

9
9

6
4

1
,3

0
2

6
3

9
,9

3
5

6
,2

3
8

,6
1

5

7
8

,4
4

8
9

1
,5

7
4

9
1

,5
5

5
9

7
,9

3
9

9
9

,9
0

3
1

0
1

,2
4

2
1

0
2

,8
8

7
1

0
4

,7
7

6
1

0
6

,1
8

0
1

0
7

,7
2

4
1

0
9

,5
2

4
1

1
1

,0
7

0
1

,0
3

2
,8

0
0

9
8

,1
7

2
1

0
1

,1
8

2
1

0
1

,2
9

3
8

9
,4

3
0

8
9

,4
3

0
8

9
,4

3
0

8
9

,4
3

0
8

9
,4

3
0

8
9

,4
3

0
8

9
,4

3
0

8
9

,4
3

0
8

9
,4

3
0

9
0

6
,1

6
3

3
3

0
,3

9
8

3
8

9
,8

0
9

4
4

4
,1

0
7

4
0

8
,6

9
1

4
1

0
,4

0
2

4
2

4
,2

4
9

4
3

2
,1

6
6

4
2

6
,4

0
4

4
3

0
,5

0
6

4
4

1
,3

4
5

4
4

2
,3

4
8

4
3

9
,4

3
5

4
,2

9
9

,6
5

2

(3
)

5
1

6
,5

2
0

5
1

2
,8

4
7

4
9

0
,1

7
4

4
7

8
,1

0
8

4
6

4
,7

1
2

4
9

6
,5

3
5

4
7

0
,8

6
6

4
7

6
,2

9
1

4
9

0
,2

1
0

5
5

3
,7

1
0

5
5

3
,9

3
2

6
0

1
,9

8
3

5
,0

7
6

,5
2

0

２
．

6
4

6

(1
)

(2
)

6
4

6

(D
)

1
,0

7
5

,1
5

4
1

,1
4

8
,0

7
6

1
,1

8
1

,2
5

3
1

,1
2

8
,6

9
8

1
,1

1
9

,3
8

5
1

,1
6

6
,8

0
6

1
,1

5
1

,1
1

4
1

,1
5

3
,0

8
5

1
,1

7
2

,9
3

2
1

,2
4

9
,2

3
9

1
,2

5
2

,6
9

2
1

,2
9

9
,8

0
7

1
1

,8
7

5
,0

1
2

(E
)

7
3

,7
6

4
6

,9
7

9
△

 1
4

,4
6

4
2

6
,6

1
3

4
9

,6
2

9
1

,5
6

2
3

6
6

,8
8

5
3

4
9

,4
4

9
3

3
5

,8
9

1
4

1
5

,3
3

9
3

9
8

,8
3

5
3

4
4

,7
9

4
2

,2
7

4
,5

3
2

(F
)

(G
)

(H
)

7
3

,7
6

4
6

,9
7

9
△

 1
4

,4
6

4
2

6
,6

1
3

4
9

,6
2

9
1

,5
6

2
3

6
6

,8
8

5
3

4
9

,4
4

9
3

3
5

,8
9

1
4

1
5

,3
3

9
3

9
8

,8
3

5
3

4
4

,7
9

4
2

,2
7

4
,5

3
2

(I
)

(J
)

1
,7

8
2

,1
6

3
1

,9
8

3
,7

5
6

1
,8

3
7

,4
3

9
1

,8
7

0
,9

5
6

1
,6

4
1

,9
4

4
1

,7
8

9
,2

6
9

1
,9

8
7

,5
6

8
1

,7
1

8
,9

2
3

1
,3

3
9

,8
7

6
9

5
7

,1
3

6
1

,0
6

1
,6

6
0

1
,3

8
7

,9
0

8

1
,2

1
1

,5
8

7
1

,9
7

6
,7

7
7

1
,8

5
1

,9
0

3
1

,8
4

4
,3

4
4

1
,5

9
2

,3
1

5
1

,7
8

7
,7

0
7

1
,6

2
0

,6
8

3
1

,3
6

9
,4

7
4

1
,0

0
3

,9
8

5
5

4
1

,7
9

7
6

6
2

,8
2

5
1

,0
4

3
,1

1
4

5
7

0
,5

7
6

6
,9

7
9

△
 1

4
,4

6
4

2
6

,6
1

3
4

9
,6

2
9

1
,5

6
2

3
6

6
,8

8
5

3
4

9
,4

4
9

3
3

5
,8

9
1

4
1

5
,3

3
9

3
9

8
,8

3
5

3
4

4
,7

9
4

留
保

資
金

残
高

そ
の

他

特
別

損
益

収 益 的 収 支

利
益

剰
余

金

補
助

金

営
業

費
用

受
託

工
事

収
益

動
力

費

修
繕

費

材
料

費

そ
の

他

そ
の

他

損
益

勘
定

留
保

資
金

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

そ
の

他

令
和

１
７

年
度

１
０

ヶ
年

合
計

収
入

計

他
会

計
補

助
金

令
和

８
年

度
令

和
７

年
度

年
　

　
　

　
　

　
度

令
和

９
年

度
令

和
１

６
年

度
令

和
１

４
年

度
令

和
１

５
年

度

営
業

収
益

営
業

外
収

益

そ
の

他
補

助
金

令
和

１
０

年
度

令
和

１
１

年
度

令
和

１
２

年
度

令
和

１
３

年
度

(E
)+

(H
)

支
払

利
息

営
業

外
費

用

減
価

償
却

費

職
員

給
与

費

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

支
出

計

特
別

利
益

(F
)-

(G
)

(C
)-

(D
)

特
別

損
失

経
常

損
益

収 益 的 支 出

経
費

収 益 的 収 入

そ
の

他

そ
の

他

基
本

給

退
職

給
付

費

長
期

前
受

金
戻

入

料
金

収
入
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）
　

投
資
・
財
源
計
画

【
下
水
事
業
】

（
単

位
：

千
円

、
税

込
）

令
和

6
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

１
．

２
．

３
．

４
．

1
9

,2
9

2
2

0
9

,3
0

8
2

1
4

,5
0

0
2

1
4

,5
0

0

５
．

６
．

8
,8

0
0

1
0

0
,1

0
0

6
6

,6
9

0
1

5
4

,3
1

5
3

1
,5

2
2

1
2

3
,7

6
6

2
7

4
,2

7
8

3
1

0
,3

5
8

3
6

2
,8

3
1

2
0

7
,6

7
2

1
3

8
,5

9
3

1
,7

7
0

,1
2

4

７
．

８
．

９
．

(A
)

1
9

,2
9

2
2

1
8

,1
0

8
3

1
4

,6
0

0
6

6
,6

9
0

1
5

4
,3

1
5

3
1

,5
2

2
1

2
3

,7
6

6
2

7
4

,2
7

8
3

1
0

,3
5

8
3

6
2

,8
3

1
2

0
7

,6
7

2
1

3
8

,5
9

3
1

,9
8

4
,6

2
4

(B
)

(C
)

1
9

,2
9

2
2

1
8

,1
0

8
3

1
4

,6
0

0
6

6
,6

9
0

1
5

4
,3

1
5

3
1

,5
2

2
1

2
3

,7
6

6
2

7
4

,2
7

8
3

1
0

,3
5

8
3

6
2

,8
3

1
2

0
7

,6
7

2
1

3
8

,5
9

3
1

,9
8

4
,6

2
4

１
．

2
4

,2
3

5
2

5
1

,0
3

8
6

9
1

,0
5

3
3

0
0

,1
0

4
6

9
4

,4
1

8
1

4
1

,8
4

9
5

5
6

,9
4

9
1

,2
3

4
,2

5
3

1
,3

9
6

,6
1

0
1

,6
3

2
,7

3
8

9
3

4
,5

2
3

6
2

3
,6

6
7

8
,2

0
6

,1
6

3

4
1

,1
1

8
6

4
8

,1
9

7
1

6
7

,3
1

0
4

8
0

,6
1

9
1

4
1

,8
4

9
5

5
6

,9
4

9
1

,2
3

4
,2

5
3

1
,3

9
6

,6
1

0
1

,6
3

2
,7

3
8

9
3

4
,5

2
3

6
2

3
,6

6
7

7
,8

1
6

,7
1

3

6
1

2
4

2
,8

5
6

1
3

2
,7

9
4

2
1

3
,7

9
9

3
8

9
,4

5
0

２
．

３
．

４
．

５
．

2
8

4

(D
)

2
4

,5
1

9
2

5
1

,0
3

8
6

9
1

,0
5

3
3

0
0

,1
0

4
6

9
4

,4
1

8
1

4
1

,8
4

9
5

5
6

,9
4

9
1

,2
3

4
,2

5
3

1
,3

9
6

,6
1

0
1

,6
3

2
,7

3
8

9
3

4
,5

2
3

6
2

3
,6

6
7

8
,2

0
6

,1
6

3

(E
)

5
,2

2
7

3
2

,9
3

0
3

7
6

,4
5

3
2

3
3

,4
1

4
5

4
0

,1
0

3
1

1
0

,3
2

7
4

3
3

,1
8

2
9

5
9

,9
7

4
1

,0
8

6
,2

5
2

1
,2

6
9

,9
0

7
7

2
6

,8
5

1
4

8
5

,0
7

4
6

,2
2

1
,5

3
8

１
．

4
,7

0
9

2
9

,9
3

6
3

4
2

,2
3

0
2

1
2

,1
9

5
4

9
1

,0
0

3
1

0
0

,2
9

8
3

9
3

,8
0

2
8

7
2

,7
0

4
9

8
7

,5
0

2
1

,1
5

4
,4

6
1

6
6

0
,7

7
4

4
4

0
,9

7
7

5
,6

5
5

,9
4

4

２
．

3
,0

2
4

３
．

４
．

△
 2

,5
0

6
2

,9
9

4
3

4
,2

2
3

2
1

,2
1

9
4

9
,1

0
0

1
0

,0
3

0
3

9
,3

8
0

8
7

,2
7

0
9

8
,7

5
0

1
1

5
,4

4
6

6
6

,0
7

7
4

4
,0

9
8

5
6

5
,5

9
4

(F
)

5
,2

2
7

3
2

,9
3

0
3

7
6

,4
5

3
2

3
3

,4
1

4
5

4
0

,1
0

3
1

1
0

,3
2

7
4

3
3

,1
8

2
9

5
9

,9
7

4
1

,0
8

6
,2

5
2

1
,2

6
9

,9
0

7
7

2
6

,8
5

1
4

8
5

,0
7

4
6

,2
2

1
,5

3
8

(G
)

(H
)

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

う
ち

老
朽

化
対

策
費

う
ち

耐
震

対
策

費

計

う
ち

職
員

給
与

費

建
設

改
良

費

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 塡 財 源

資 本 的 収 支

純
計

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

そ
の

他

固
定

資
産

売
却

代
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

令
和

７
年

度

(A
)

の
う

ち
翌

年
度

へ
繰

り
越

さ
れ

る
支

出
の

財
源

充
当

額

計

損
益

勘
定

留
保

資
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

工
事

負
担

金

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
(D

)-
(C

)

計

補
塡

財
源

不
足

額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

(E
)-

(F
)

企
業

債

年
　

　
　

　
　

　
度

令
和

１
７

年
度

１
０

ヶ
年

合
計

令
和

１
３

年
度

令
和

９
年

度
令

和
１

６
年

度
令

和
１

４
年

度
令

和
１

５
年

度
令

和
１

０
年

度
令

和
１

１
年

度
令

和
１

２
年

度
令

和
８

年
度
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
造
成
事
業
】

(単
位

：
千

円
、

税
抜

）

令
和

6
年

度
令

和
7

年
度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
当

初
予

算
）

（
当

初
予

算
）

１
．

(A
)

4
1

5
,4

7
1

2
5

7
,5

6
7

5
7

5
,7

3
8

5
9

0
,8

8
9

4
5

4
,5

3
0

7
7

2
,7

0
1

2
5

7
,5

6
7

6
2

1
,1

9
1

3
1

8
,1

7
1

1
3

6
,3

5
9

3
6

3
,6

2
4

1
8

2
,0

0
0

4
,2

7
2

,7
7

0

(1
)

4
1

5
,4

7
1

2
5

7
,5

6
7

5
7

5
,7

3
8

5
9

0
,8

8
9

4
5

4
,5

3
0

7
7

2
,7

0
1

2
5

7
,5

6
7

6
2

1
,1

9
1

3
1

8
,1

7
1

1
3

6
,3

5
9

3
6

3
,6

2
4

1
8

2
,0

0
0

4
,2

7
2

,7
7

0

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

1
,5

3
6

7
,2

4
6

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
0

,0
0

0

(1
)

(2
)

(3
)

1
,5

3
6

7
,2

4
6

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
0

,0
0

0

(C
)

4
1

7
,0

0
7

2
6

4
,8

1
3

5
7

7
,7

3
8

5
9

2
,8

8
9

4
5

6
,5

3
0

7
7

4
,7

0
1

2
5

9
,5

6
7

6
2

3
,1

9
1

3
2

0
,1

7
1

1
3

8
,3

5
9

3
6

5
,6

2
4

1
8

4
,0

0
0

4
,2

9
2

,7
7

0

１
．

3
4

8
,1

8
4

2
1

5
,7

9
8

4
8

2
,3

7
2

4
9

5
,0

6
6

3
8

0
,8

2
0

6
4

7
,3

9
4

2
1

5
,7

9
8

5
2

0
,4

5
4

2
6

6
,5

7
4

1
1

4
,2

4
6

3
0

4
,6

5
6

1
5

2
,3

2
8

3
,5

7
9

,7
0

8

(1
)

(2
)

3
4

8
,1

8
4

2
1

5
,7

9
8

4
8

2
,3

7
2

4
9

5
,0

6
6

3
8

0
,8

2
0

6
4

7
,3

9
4

2
1

5
,7

9
8

5
2

0
,4

5
4

2
6

6
,5

7
4

1
1

4
,2

4
6

3
0

4
,6

5
6

1
5

2
,3

2
8

3
,5

7
9

,7
0

8

(3
)

(4
)

２
．

(1
)

(2
)

(D
)

3
4

8
,1

8
4

2
1

5
,7

9
8

4
8

2
,3

7
2

4
9

5
,0

6
6

3
8

0
,8

2
0

6
4

7
,3

9
4

2
1

5
,7

9
8

5
2

0
,4

5
4

2
6

6
,5

7
4

1
1

4
,2

4
6

3
0

4
,6

5
6

1
5

2
,3

2
8

3
,5

7
9

,7
0

8

(E
)

6
8

,8
2

3
4

9
,0

1
5

9
5

,3
6

6
9

7
,8

2
3

7
5

,7
1

0
1

2
7

,3
0

7
4

3
,7

6
9

1
0

2
,7

3
7

5
3

,5
9

7
2

4
,1

1
3

6
0

,9
6

8
3

1
,6

7
2

7
1

3
,0

6
2

(F
)

(G
)

(H
)

当
  
年

  
度

  
 純

  
 利

  
益

 （
 又

 は
 純

 損
 失

 ）
　

　
　

　
　

　
　

　
（

E
）

+
（

H
)

6
8

,8
2

3
4

9
,0

1
5

9
5

,3
6

6
9

7
,8

2
3

7
5

,7
1

0
1

2
7

,3
0

7
4

3
,7

6
9

1
0

2
,7

3
7

5
3

,5
9

7
2

4
,1

1
3

6
0

,9
6

8
3

1
,6

7
2

7
1

3
,0

6
2

(I
)

1
,2

5
6

,8
1

6
1

,3
2

5
,6

3
9

1
,3

7
4

,6
5

4
1

,4
7

0
,0

2
0

1
,5

6
7

,8
4

3
1

,6
4

3
,5

5
3

1
,7

7
0

,8
6

0
1

,8
1

4
,6

2
9

1
,9

1
7

,3
6

6
1

,9
7

0
,9

6
3

1
,9

9
5

,0
7

6
2

,0
5

6
,0

4
4

1
7

,5
8

1
,0

0
8

(J
)

1
,8

9
8

,5
6

2
1

,0
4

9
,8

3
2

3
8

3
,2

8
4

7
6

5
,0

3
0

9
5

9
,2

0
7

7
5

9
,5

6
6

7
5

9
,0

0
2

1
,1

5
8

,3
2

9
1

,2
9

1
,9

1
2

1
,0

7
2

,1
2

8
1

,2
9

7
,6

0
9

1
,3

4
1

,4
6

6

1
,0

4
5

,1
8

0
8

4
6

,1
7

8
1

3
3

,2
7

9
5

1
2

,5
6

8
7

2
8

,8
5

8
4

7
7

,6
2

0
5

6
0

,5
9

4
9

0
0

,9
5

3
1

,0
8

3
,6

7
6

8
9

3
,3

7
6

1
,0

8
2

,0
0

2
1

,1
5

5
,1

5
5

8
5

3
,3

8
2

2
0

3
,6

5
4

2
5

0
,0

0
5

2
5

2
,4

6
2

2
3

0
,3

4
9

2
8

1
,9

4
6

1
9

8
,4

0
8

2
5

7
,3

7
6

2
0

8
,2

3
6

1
7

8
,7

5
2

2
1

5
,6

0
7

1
8

6
,3

1
1

利
益

剰
余

金

そ
の

他

令
和

8
年

度

収
入

計

他
会

計
補

助
金

基
本

給

土
地

等
売

却
収

益

営
業

外
収

益

長
期

前
受

金
戻

入

補
助

金

そ
の

他

年
　

　
　

　
　

　
度

そ
の

他
補

助
金

特
別

利
益

損
益

勘
定

留
保

資
金

特
別

損
失

職
員

給
与

費

土
地

売
却

原
価

営
業

外
費

用

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

そ
の

他

支
出

計

そ
の

他

修
繕

費

材
料

費

営
業

収
益

留
保

資
金

残
高

そ
の

他

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

経
常

損
益

収 益 的 支 出

営
業

費
用

動
力

費

受
託

工
事

収
益

退
職

給
付

費

そ
の

他

減
価

償
却

費

そ
の

他

支
払

利
息

特
　

　
　

別
　

　
　

損
　

　
　

益
　

　
　

　
　

　
　

（
F

）
-（

G
)　

令
和

9
年

度
令

和
1

0
年

度
令

和
1

1
年

度
令

和
1

2
年

度
１

０
ヶ

年
合

計
令

和
1

3
年

度
令

和
1

4
年

度
令

和
1

6
年

度
令

和
1

7
年

度
令

和
1

5
年

度
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
造
成
事
業
】

(単
位
：
千
円
、
税
込
）

年
　
　
　
　
　
　
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
当
初
予
算
）
（
当
初
予
算
）

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

5
4
,8
5
7

1
0
9
,7
1
4

1
0
9
,7
1
4

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

6
0
3
,4
2
7

(A
)

5
4
,8
5
7

1
0
9
,7
1
4

1
0
9
,7
1
4

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

6
0
3
,4
2
7

(B
)

(A
)-
(B
)

(C
)

5
4
,8
5
7

1
0
9
,7
1
4

1
0
9
,7
1
4

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

6
0
3
,4
2
7

１
．

1
,2
6
3
,3
2
7
1
,2
2
3
,2
5
7
1
,3
5
4
,0
0
0

2
6
6
,0
0
0

3
1
7
,2
1
0
1
,0
2
9
,1
9
9

3
1
4
,9
8
8

2
7
8
,7
2
1

2
4
1
,4
4
5

4
1
3
,0
0
0

1
9
5
,0
0
0

1
9
5
,0
0
0
4
,6
0
4
,5
6
3

3
4
6
,1
3
7

3
1
5
,9
9
2

2
0
5
,0
0
0

2
0
5
,0
0
0

7
5
6
,1
6
2

7
4
6
,3
9
1

9
7
9
,0
0
0

9
6
,0
0
0

1
4
7
,2
1
0

8
5
9
,1
9
9

1
4
4
,9
8
8

1
0
8
,7
2
1

7
1
,4
4
5

2
4
3
,0
0
0

2
5
,0
0
0

2
5
,0
0
0
2
,6
9
9
,5
6
3

3
6
,4
3
9

3
6
,4
3
9

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

1
2
4
,5
8
9

1
2
4
,4
3
5

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0
1
,3
0
0
,0
0
0

２
．

３
．

４
．

５
．

(D
)
1
,2
6
3
,3
2
7
1
,2
2
3
,2
5
7
1
,3
5
4
,0
0
0

2
6
6
,0
0
0

3
1
7
,2
1
0
1
,0
2
9
,1
9
9

3
1
4
,9
8
8

2
7
8
,7
2
1

2
4
1
,4
4
5

4
1
3
,0
0
0

1
9
5
,0
0
0

1
9
5
,0
0
0
4
,6
0
4
,5
6
3

(E
)
1
,2
0
8
,4
7
0
1
,1
1
3
,5
4
3
1
,2
4
4
,2
8
6

2
1
1
,1
4
3

2
6
2
,3
5
3

9
7
4
,3
4
2

2
6
0
,1
3
1

2
2
3
,8
6
4

1
8
6
,5
8
8

3
5
8
,1
4
3

1
4
0
,1
4
3

1
4
0
,1
4
3
4
,0
0
1
,1
3
6

１
．

5
7
8
,5
5
0
1
,1
1
3
,5
4
3
1
,2
4
4
,2
8
6

2
1
1
,1
4
3

2
6
2
,3
5
3

9
7
4
,3
4
2

2
6
0
,1
3
1

2
2
3
,8
6
4

1
8
6
,5
8
8

3
5
8
,1
4
3

1
4
0
,1
4
3

1
4
0
,1
4
3
4
,0
0
1
,1
3
6

２
．

6
2
9
,9
2
0

３
．

４
．

(F
)
1
,2
0
8
,4
7
0
1
,1
1
3
,5
4
3
1
,2
4
4
,2
8
6

2
1
1
,1
4
3

2
6
2
,3
5
3

9
7
4
,3
4
2

2
6
0
,1
3
1

2
2
3
,8
6
4

1
8
6
,5
8
8

3
5
8
,1
4
3

1
4
0
,1
4
3

1
4
0
,1
4
3
4
,0
0
1
,1
3
6

(G
)

(H
)

企
業

債
残

高

企
業

債
償

還
金

損
益

勘
定

留
保

資
金

他
会
計
長
期
借
入
返
還
金

繰
越

工
事

資
金

資 本 的 支 出

他
会

計
借

入
金

残
高

計

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

不
足

す
る

額
(D
)-
(C
)

計

そ
の

他

他
会

計
へ

の
支

出
金

補
塡

財
源

不
足

額
（
E
)
-
(F
)

補 塡 財 源

令
和
1
0
年
度

利
益

剰
余

金
処

分
額

そ
の

他

そ
の

他

令
和
8
年
度

(A
)
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
る
支
出
の
財
源
充
当
額

他
会

計
借

入
金

工
事

負
担

金

土
地

買
収

費

資 本 的 収 入

資 本 的 収 支

建
設

改
良

費

他
会

計
補

助
金

企
業

債

他
会

計
出

資
金

そ
の

他

計

補
償

費

他
会

計
負

担
金

国
（
都
道
府
県
）
補
助
金

施
設

整
備

費

造
成

費

固
定

資
産

売
却

代
金

職
員

給
与

費

純
計

令
和
9
年
度

１
０
ヶ
年

合
計

令
和
1
4
年
度

令
和
1
6
年
度
令
和
1
7
年
度

令
和
1
3
年
度

令
和
1
5
年
度

令
和
1
1
年
度
令
和
1
2
年
度
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